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巻 頭 言 

これからの化学産業の発展と 

ドクターコースの充実 

菊 地 英 一 

化学産業の問題点を指摘したことで一昨年来注目を集めている伊丹敬之氏の「日本の化学産業 なぜ 

世界に立ち遅れたのか」 という著作がある。「多くの産業では，アメリカ企業が世界の頂点を占め，そ 

れに日本が続くという構図が多い。あるいは，日本が世界のリーダーになっている産業も少なくない。 

そうした産業でも， もとをたどればョーロッパに起源があるものが多い。 それが歴史の進展のなかで， 

産業の比重がアメリカに移り，また日本もすさまじいスピードでキャッチアップしてきた」のに対して， 

「なぜ日本の化学産業は国際的に立ち遅れたのか」 というのがこの著書の主題である。 

立ち遅れた理由はいくつか指摘されているが，注目したいのは化学の技術蓄積のあり方である。日本 

が国際優位を確立した産業では，技術蓄積が生産活動そのものから生み出されるという技術特性をもっ 

ているのに対して，化学産業の新たな技術蓄積は，工場の現場より研究室で行われる場合が多い。「新 

しい化学技術は新しい化学反応の発見に始まる」 というのは典型的な例である。従って他の多くの産業 

と異なり基礎研究の重要性が極めて大きい産業である。それゆえ蓄積に時間がかかるのは必然的なこと 

であり，やっと化学産業の技術蓄積も国際水準に追いつきつつあるということで， 日本の化学産業は 

「遅れてきた男たち」 ということになる。「遅れてきた男たち」 には，これからの発展に対する期待も含 

まれている。 

もちろん，戦後日本の産業の発展に果たした化学技術の役割は決して小さくない。しかし，この時期 

の化学技術発展の性格は主として技術導入と技術改良であったと言ってもよいだろう。これらを支えて 

大きな力となったのは，1965年頃より急増したマスターコースの修了者たちであった。技術導入が最 

重要課題であった時代には，これらの質のよいマスターが大きな威力を発揮したと言えよう。しかしこ 

れからの化学産業の発展を考えるとき，このままでよいのだろうかと疑問を抱かざるを得ない。独創的 

な技術の開発により体力強化することが益々重要となってこよう。化学技術の鍵を握るのが基礎研究で 

あることを考えると，これからの化学産業にとってドクターの果たす役割は極めて大きいと言ってよい。 

前述の著書によれば，1980年における人口100万人あたりの化学系博士号取得者数は， 日本2.33, 

米国7.42，西ドイツ（理学系のみ）17.65 となっている。ドイツの一流化学会社が，化学者としてはド 

クター以外を採用しないことは有名な話である。これが今日でもドイツの化学産業の優位性を支える大 

きな力となっていると言ってよいのではなかろうか。ドクターコースの学生は，大学においても研究の 

アクティビティーを高めることに大いに貢献している。今後益々その数と質を充実していかねばならな 

いであろう。応用化学科では，校友水野敏之氏の寄付を基金として制定された水野奨学金をドクターコー 

スの優秀な学生に授与して，彼らの研究活動の促進に資している。その効果があってか，このところ徐々 

にではあるがドクターコース進学者が増加してきている。大変ありがたいご厚志であると感謝している 

次第である。 しかし，まだドクターコースへの進学率は低水準で，そのためにもドクターコースに対す 

る理解と関心がいっそう深くなることを切に期待している。 

中応用化学科主任，本会副会長 

（昭和39年応用化学科卒・新制14回） 
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総 説 
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既存の体制に安住せず，絶えざる自己革新を 

～混迷の時代を生きる同窓の君へ～ 

大 前 研 一 

平成維新の会代表として活躍される大前研一氏からは，応用化学科出身という雰囲気はうかがいにく 

い。しかし，ご自身について「あくまでも根はェンジニアだ」 と語り，「息子が工業化学を専攻してく 

れたので少しは罪滅ぼしになった」 とも語られている。多忙な大前氏にインタビューし，これまでの歩 

みと今後への抱負を語っていただくと同時に，科学技術や若い研究者のあり方をうかがった。大前氏は 

「これまでの実績にしがみつかずに自己否定できる存在に」 と，混乱の時代を迎える後輩ヘメッセージ 

を伝えている。 （インタビュアー 編集委員 斎藤広美） 

―今回の応化会報では，「応用化学」 以外の 

ジャンルで活躍されている方々にご登場いただい 

ておりますが，大前さんが応用化学を離れていく 

ことになられたきっかけをお話し下さい。 

大前 私は，たしかに応用化学科出身なのです 

が，大学一年の秋には原子力をやろうと決めてい 

ました。当時は，石油化学・有機化学万能の時代 

でしたが，そのことに少し疑問を持っていて，一 

年生の早稲田祭のときに「エネルギーの将来」 を 

取り上げ，パトナム報告の解析をしたのです。三 

菱化成に行った大竹正之君らと模造紙にチャート 

を描いたりしてね。 そのパトナム報告によれば， 

1965年 早稲田大学，理工学部応用化学科卒業（昭和 

40年・新制15回） 

1967年 東京工業大学，大学院原子核工学科卒業（修 

士）（昭和42年） 

1970年 マサチューセッツ工科大学，大学院原子力工 

学科卒業（工学博士）（昭和45年） 

1979年 マッキンゼー・アンド・カンパニー・インク， 

日本支社長（昭和54年） 

1981年 マッキンゼー・アンド・カンパニー・インク， 

ディレクター （昭和56年） 

1992年 平成維新の会設立，代表（平成4年11月） 

ンパニー・インク， 

ンパニー・インク， 

石油資源はあと30年で枯渇するというのです。 

まあ，結論から言うと，今は， もうそれから30

年近くたっているので，その報告は問題のあるも 

のだったと思いますが（笑）。 とにかくこれは大 

変だと。 そこで原子力をやろうと決めました。当 

時の私達が18-49歳で，それから30年後という 

と，ちょうど世の中で活躍している頃ですからね。 

えらい学科に入ってしまったなあと思いました。 

当時は，石油の90％をェネルギーとして燃や 

していて，残りの10％を化学材料として使って 

いたと記憶していますが，石油というのは，燃や 

してCの鎖を切ってCo2と水にしてしまっては 

もったいないわけです。日本の将来のためには， 

石油は化学材料のためにとっておいて，ェネルギー 

にしている部分は，代替ェネルギーの原子力で賄 

うべきだと考えたのです。また，私の気持ちの中 

には， クラスメートが10％の方をずっとやって 

いけるようにという思いもあって，私は9割の方 

を，すなわち， 9割の石油を使わなくて済むよう 

に原子力をやろうと決断したのです。級友の多く 

が，有機化学や石油化学関係の研究室に進んだ時 

に，無機化学の大坪研究室を選び，特に原子炉材 

料とか酸化物を学んだのもそのためです。 
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早稲田大学卒業後は，東京工業大学の大学院に 

進み，原子核工学を専攻しました。その後渡米し 

てMITに入り，大坪研の頃からやっていた無機 

材料の研究で博士号をとったのですが，その間も， 

ずっと原子炉の設計に取り組んでいました。在学 

中に城塚先生が化学工学の台頭を指摘されていま 

したが，原子炉の設計には化学工学の手法が大幅 

に取り入れられているので， さぽっていた分， 

MITでしごかれる結果となりましたが…。その 

後，日立製作所に入社して， 70年～72年にかけ 

て，今年臨界を迎える高速増殖炉「もんじゅ」の 

設計に携わり， 2次設計，3次設計をやりました。 

こうして原子炉の設計屋になったのですが，す 

でにこの段階で，応用化学の友人達とはだいぶ違っ 

たキャリアパスになったわけです。 今回も，「応 

用化学以外の分野で活躍している」 ということで 

インタビューしていただいているわけですが，私 

の場合は，応用化学科に入ったために弾き出され 

たというか，そのことが契機となって，自ら出て 

しまったというのが実態なんですよ。 

―志をもって選ばれた原子力の世界からも， 

のちに転身されることになるわけですが。 

大前 日立製作所で原子炉設計をやっていた頃 

は，たいへん夢のある良い時代でした。どんな産 

業でもそうですが，初期というのはいろいろな基 

本的なことを決めていかなければならない。自由 

度が無限にあって，空想力を遅しくして思考でき 

るわけですよ。炉心の大きさだとか，安全設計な 

んか，自由に自分達で決めて行けるんです。東工 

大，MIT時代はもっとすごくて，原子炉といっ 

ても，ガス炉もあれば熔融塩炉というのもある， 

金属冷却でもいいというように，核爆弾以外は何 

でもありという世界でした。私は原子力に進んだ 

ために，新しい産業の芽生えにともなう 「科学の 

自由度」 というものを満喫させてもらいました。 

では，なぜ原子炉を辞めたのかということにな 

るわけですが，それは，原子力行政に対して一介 

のエンジニアとしてはどうすることもできない無 

力感を感じたからです。原子力は，その後の情勢 

変化から，安全審査などの見直しが繰り返され， 

天真燭漫なェンジニアリングの世界から，だんだ 

んと行政によって大きく揺すぶられる状況になっ 

ていったのです。原子力の場合は，設計を始めて 

から据え付け完了まで25年はかかるので， うま 

くいっても一生にーつ作れるかどうかです。そし 

て，もし，政治的に中断を決められたら，何もか 

も無になってしまう。この恐ろしさ，自分が命を 

懸けて一生を費やしたものが，全て青焼き（図面） 

だけで終わってしまうかもしれないという危機感 

を持ちました。 

私が日立製作所を辞めてから22年経ちますが， 

「もんじゅ」 は，15, 16次と設計変更を重ねてい 

ます。 原子力は，「エンジニアリング」 の世界か 

ら「行政」の世界へ，さらには，どうやって民衆 

に説明するかといった「社会工学」の世界へ入っ 

ていったのです。そしてこの20年間，行政府は 

全くの及び腰で，原子力行政はふらついていた。 

そのために，設計者は「自由度」を全部捨て，安 

全性と経済性だけを求められ，見直しを余儀なく 

され，思想的には何もできない状況で過ごさざる 

を得なかった。将来の日本のェネルギーについて 

夜を徹して語り合った友達に会うと，「もう原子 

力のことは語りたくない0] と言い，話題は，家 

庭菜園で穫れたじゃがいもや，蘭の栽培のことで 

す。あれだけ優秀だった人達がこのようになって 

しまうことは，日本の国にとっても不幸なことで 

す。行政は，もっとしっかりとリーダーシップを 

示していかなければならないと痛感します。私は， 

技術者としてはあのタイミングで辞めて良かった 

と思っています。 

ーマッキンゼーに入社したきっかけは？ 

大前 新聞広告の求人欄を見て問い合わせてみ 

たら，マッキンゼーという会社を紹介されたので 

す。募集広告を出していたのは，今でいうヘッド 

ハンティングの会社だったのです。ですから，マッ 

キンゼーがどういう会社か，何をやっているのか 

全く知らないで入ったわけです。 

ーマッキンゼーの社名は大変有名ですが， 応 

化出身者には実態がわかりにくいように思います。 

どのような企業なのでしょうか。 

大前 トップマネージメントのコンサルティン 

グ会社で，企業経営戦略，組織整備，収益改善， 

世界戦略等を行っています。全世界で社員数が約 
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3300人，22 カ国に44 の事務所があります。特徴 

としては，無国籍企業であることと，パートナー 

シップの会社であることが挙げられます。パート 

ナーシップというのは，同一の経営理念を持った 

対等な共同経営者による管理ということです。株 

式は，全て資格審査に通った約300人の現役のコ 

ンサルタントによって保有され，共同出資・共同 

経営されています。これは，厳正な中立性・独自 

性を保つためです。 

また，マッキンゼー出身者として，鐸鐸たる顔 

ぶれを輩出していることも特徴的なことでしょう。 

最近のビジネスウィークやフォーチュンにも特集 

されていましたが， ルイ・ガースナー （IBM会 

長）， マイケル・ジョーダン （ウェスティングハ 

ウス会長）， ジム・マンジィー（ロータス会長）, 

ジョン・マローン （TCI社長）は，皆，マッキン 

ゼーの卒業生です。 

「エクセレント・カンパニー」 の著者， トム・ 

ピーターズ。 彼もマッキンゼー出身なのですが， 

「自由奔放のマネージメント」（大前研一訳）のな 

かで，組織も上下関係も何もないマッキンゼーの 

形態を，これからの理想とする会社形態ではない 

かと言っています。全く同感ですね。良い人材を 

永くとどめて良い仕事をしてもらうためには，こ 

のような形態を志向することが不可欠なのではな 

いでしょうか。 それと無国籍という概念。 日本企 

業なら日本のためにという意識では，世界企業に 

はなれないでしょう。そういう意味で，学ぶべき 

ことの多い会社です。 

ーマッキンゼーや平成維新の会でのご活躍と， 

早稲田，東工大， MIT というエンジニアとして 

の経歴とにギャップを感じるのですが。 

大前 私としては，ギャップを感じていないん 

ですね。 マッキンゼーに入ったときは，経営コン 

サルティングのことは何も分からなかったのです 

が，結果的には，ェンジニアとしての考え方が非 

常に役に立ったのです。 

今も 「海図なき時」 といわれていますが，私が 

マッキンゼーに入った時もオイルショックで， 

「海図なき航海」 といわれた時代でした。そうい 

う時代だったので，経営学も経済学も何も知らな 

い私が，当時の日本で役に立ってしまったわけで 

す。「海図がない」 というのは， ェンジニアは得 

意な状況なんですよ。私はェンジニアの手法，す 

なわち前提条件を吟味しながら，問題の原因分析 

をして，もしこうだったらこういう現象が出てい 

るはずだというように，いわゆる科学的アプロー 

チを使って，自分で全部工夫しながらやっていっ 

たわけです。要するに，ポンプがトラブルを起こ 

したらどうするかーと同じように，利益が出な 

いのはどうしてかを考えたのです。 そのプロセス 

を入社1年目にまとめて「企業参謀」 という本を 

出したら，10万部以上売れてしまった。周囲も 

びっくり，自分でもびっくりしたのですが，経営 

ということに関しては，全くの素人の本だったの 

です。 

今思うと，経営学を知らなかったことがある意 

味では良かったと思います。誰かに教わっていた 

ら，それを覚えてしまっていたでしょうし，人に 

もそう教えていたでしょう。問題解決に当たって 

も，知っている理論があればそれを応用しようと 

しますから，そこで思考停止が起こってしまった 

と思うのです。全く知らないから，これでもか， 

これでもかと努力できたわけです。 だからマッキ 

ンゼーに入って最初の10年位というのは， ェン 

ジニアそのものでしたね。 そうして，気が付いて 

みると，経営学の総本山，ハーバード大学から教 

授として来てくれとお招きを頂くようになってい 

たのです。 

平成維新の会についても同様です。ェンジニア 

として，今の日本国というものをひとつの機能集 

合体としてみてみると，うまくいっていない。耐 
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用年数を過ぎた飛行機のようなもので，工学的に 

ガタがきている。ですから，原因分析をして解決 

策を出し，再設計をしなければならないと考えて 

いるのです。 流行の言葉でいうとリエンジニアリ 

ングですね。手法は変わらないのです。 

ただ，私がギャップを感じていなくても，世間 

がギャップを感じているというところはあります 

ね。あいつの解決策は少し冷たいとか，経済合理 

性だけだとか，弱者切捨てになるんじゃないかと 

か。私自身にはそういう気持ちは毛頭ないのです 

が，私は最初にヒューマンなところから入ってい 

かないからね。「お年寄りは気の毒ですね。」 と一 

言いってからやればいいんだろうけど。しかし， 

大きな間違いがあるときは，まずそこを直して， 

それから全体を救うだけの余裕をつくるべきだと 

思うのです。私は，あくまでもエンジニアとして 

育ってしまっていますから。そういうところが今 

までの私の限界というか，誤解されている点かも 

しれません。 

―平成維新の会では，何をしようとしていらっ 

しゃるのですか？ 

大前 基本的には，日本を国民生活者のための 

国にしようということです。これから先は，給料 

は上がらないでしょう。ですから，社会システム 

として，生活の質を上げてもコストを下げるよう 

にしなければならない。今までの日本は政府主導 

で産業界を守ったり，金利を抑えて金融機関を救っ 

たりしていたわけです。しかし，政府の役割は， 

我々が本当に欲しいと思うものを，欲しい値段で 

買えるようにすることであると考えるのです。無 

理に税金を遣って景気対策なんかする必要はない 

のです。 

そのように国民生活者を中心に考え，社会シス 

テムのコストを下げることを政治の第一課題にし 

ていけば，国民の購買力は回復し，産業も栄える。 

世界からいろいろなものが入ってくるので相互依 

存が高まり国際平和にもつながる。そういう単純 

な発想なのです。しかしこれは，今までのパラダ 

イムとは180度違うもので，鉄の三角形といわれ 

る政官財の提供者側の論理の対極にあるのです。 

細川内閣も，スローガンでは生活者主権なんて 

言葉を使っていますが，実態としては逆行してい 

ます。切手を80円にしたり，年金課税を強化し 

ようとか，米を輸入しても今回は国内米価並みに 

するという。これは関税に換算すると731％に相 

当する。国民も変化を期待していますが，生活者 

のことを考えて政治をやってくれている人は誰も 

いません。自民党は反対ばかりして，あまり建設 

的な野党ではない。 

―政界進出のお考えはないのですか？ 

大前 今はないですね。私は， もの書きとして 

日本のあるべき姿を提案し，本当に優れた政治家 

を見つけ出して，その人に実行していって欲しい 

と思っています。しかし，ここ何年かやってきた 

のですが，それがなかなか見つからない（笑）。 

もしそういう人が見つからなかった場合，もし 

くは，政界進出をしてくれる良識ある人がいて， 

その人に一緒にやってくれと言われた場合には， 

決断を迫られることになるのでしょう。 それを敢 

えて逃れようとはしていませんが，私の希望とし 

ては，自由に時間を使って国内・外を歩き，日本 

を客観的に見て，日本はかくあるべきではないか 

と発言することに私の貢献する分野があると思っ 

ているのです。もし，自分が渦中の人になってし 

まったら，政策提言をする，という今までの私の 

役割を誰がやってくれるのかということになり， 

これまた難しい。 

政治も，これからは「勇気」が要求される時代 

です。必要な施策の一部を選択し，どこかを削ら 

なければならない。従って政治家は，厳しいこと 

を国民に言い，それを理解してもらうことができ 

る人でなければならない。 しかし今までの政治家 

は票のことばかりを気にして，選挙民に与えるこ 

としかしてこなかった。だからその反対となるこ 

とができないのです。平成維新の会は，従来型の 

政治家には厳しいことを提言していますが，これ 

を政治行動に移さないかぎり日本は変わらないの 

です。 

私は，平成維新の実現を見て死にたいと思って 

いますから，そのために必要なことは，自分自身 

も含めて何でもやろうと思っています。ですから， 

政界進出の考えは今はないけれども，一年後に同 

じ質問をされて，同じように答えられるかどうか 

はわかりません。 
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―ところで，早稲田の応用化学科を選ばれた 

理由は？ 

大前 これはね，恥ずかしいけれど， 自分で 

「選んだ」 という記憶がないのです（笑）。高校時 

代の友人に早稲田が第一志望だった木下君という 

のがいて，彼に一緒に受けてくれと言われて…。 

実は，私は東大の法学部を受けて落っこっちゃっ 

ているのですが（笑），東大の試験日が3月3 日 

で，早稲田が3月1日だったので，模擬試験のつ 

もりだったのです。だから，応用化学科を選んだ 

理由というのは，改めて聞かれると困るけれど・・・。 

高校時代，化学が好きだったことは間違いないで 

すがね。 

それで，東大落っこっちゃって，浪人するか， 

早稲田に行くかということになったのです。私は， 

大学へ行ったらオーケストラをやろうと決めてい 

たので，親に頼んでみたら学費を出してくれると 

いうので早稲田に入学することになったのです。 

だから入学して真っ先にとんでいったのはワセオ 

ケ（早稲田大学交響楽団）でした。応用化学科に 

在籍していた時は，前に応化会報にも書いたけれ 

ど，出席率は悪いし，オーケストラばかりやって 

いたし，アルバイトで通訳案内業をやっていたり， 

そんなことばかりやっていました。でも，化学の 

基本的なところは勉強したと思っています。 

―米国MIT での大学院時代（1967 -1970) 

で， 日本観に変化がありましたか。 

大前 これはもう，決定的にありましたね。当 

時，「日本」 というのは，アメリカ人の心の中に 

存在していなかった。戦争体験の恨み以外にはね。 

私のいたボストンでさえ，日本車は一台も走って 

いなかった。 3年目に，初めてトョタの車が駐車 

しているのを町で見かけたときは感激してね。家 

に戻って伊勢神宮のお守りをとってきて，それを 

つけてあげました。単に日本人だということで， 

レストランから出ていけといわれたこともありま 

したし， ピストルで脅かされたこともある。外国 

に出て，「日本というのは何だろう」 と考えさせ 

られたときの衝撃は強烈でした。そして「これは 

何とかしなければいけない」 という原体験を強く 

持ちました。 

それから，学生が優秀なのに驚きました。渡米 

した最初の一年間のショックというのは未だに忘 

れない。何しろ，日本では見たことないような優 

秀な奴がクラスに4, 5人はいる。 それにクラス 

の中での発言がすごい。日本では先生の講義を聞 

いているだけで，発言なんてないからね。 そして 

よく勉強する。毎日毎日，ほとんどの人が朝4時 

まで図書館で勉強している。そこで，私は競争心 

の相当旺盛な人間なので（笑），朝4 時まで勉強 

して，帰ってから1時間，寮の地下でクラリネッ 

トの練習をして， 5時頃に寝て，また8時には授 

業に出るという苛酷な生活をしました。もっとも 

週末は，みんなもばっと遊ぶので，私もがっと寝 

たり，人並みにデートもして過ごしました。 

日本観もさることながら，「大学とはここまで 

過酷か」 という感じでしたね。日本では，育英会 

の奨学金をもらいながら，適当にアルバイトもし 

て，車も乗りまわして，勉強は試験前だけ一夜漬 

けでちょっとやるといった結構ルンルンの学生生 

活を6年間続けていたわけですから。結果的には， 

私は1年でドクター試験に合格して博士論文を書 

き，卒業できたのはアメリカ人学生も含めて130

人いたクラスの中では1番早かったのです。 

留学生としての日々を通して，個人に対する感 

覚，世界の中でどうやって競争して生きて行くの 

かという感覚についても，非常に大きな変化があ 

りました。 当時の日本人留学生は，だめだったら 

チャールズ川に身を投げるしかない， といった悲 

壮な人が多かった。実際にそういう友達がいまし 

たしね。何とかここで成功して帰らなければいけ 

ないという世界でしたね。私も仕送りなどなく， 

MITの奨学金をもらっていたので，学業がだめ 

だともうどうしようもないという追い込まれた状 

況でした。今になってみると，そういう中で生き 

残ったという経験が非常に良かったと思いますが， 

結果オーライなんて安心できるような状況ではな 

く，切羽詰まったものでした。ちょうど，受験時 

代を二度経験した感じです。 

―これからの科学技術のあり方について，お 

考えをお聞かせください。 

大前 日本の科学技術は，教育も含めて非常に 

うまくやってきたと思っています。わかっている 

ことを教え込んで，大量に優秀な人をつくってき 
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たわけです。傾斜生産の結果，卒業したェンジニ 

アの数はアメリカより多い。80年代の黄金時代 

は，まさに文部省の大勝利といえるでしょう。し 

かし今は，基礎的なェンジニアリングの分野では 

なく，むしろ情報に，ITS (Information Techno

logy System）の組み合せの分野へ付加価値が移っ 

てしまったのです。この分野で， 日本は非常に遅 

れました。その原因は， コンピュータ教育の遅れ 

と，余りにも受験志向であるために答えを教えて 

しまう教育システムにあります。 

西欧文明に追いつく段階では，答を早く学び答 

えることができる人の方が優秀だったわけですが， 

今は，世界も日本も答のない時代です。答がない 

時には，「質問がうまくできる能力」 が必要なの 

です。質問をずっと追求していくことによって， 

みんなで答を見つけていく。 その効率が非常に良 

くなった社会，また人，がこれから伸びていくと 

思います。質問といっても，漠然とどうしたらい 

いのだろうというのではなく，例えば，「自宅に 

いて，本当の仕事をこなすにはどうしたらいいか？」 

とか，「日本にいて，大連の工場を動かすにはど 

うしたらいいか？」，「工場の賃金は中国人並みで， 

エンジニアは日本人が使える。さあどうしたらい 

いか？」 といったように。 質問が正しいと，答も 

だんだんいいものが出てくるわけです。ところが， 

日本人の質問をする技術は世界最低です。なにし 

ろ，先生の言うことに疑問を持ってはいけないわ 

けですから。 

これからの科学技術を考えると，ギリシャ時代 

の科学技術と同じように，「ソクラテスの対話」 

にみられるような応酬話法の能力と，ちゃんとし 

た質問ができる，おかしいことをおかしいと言え 

ることとが必要であると思います。そしてまた， 

人が反対したときにも頭にきたりしないで，「で 

はどちらが正しいか証拠を積み上げていきましょ 

う。」 というように，「議論のできる国」 にしてい 

かなければならないと思います。だから，科学技 

術のあり方の前に，教育のあり方そのものを問わ 

なければならないのです。科学技術というのは， 

教育というプレートの上に乗っているものなので 

す。 

これから社会へ巣立つ学生，企業の若い研 

究者・技術者が持つべき問題意識，姿勢などで助 

言すべきことは？ 

大前 まず，基本に戻る必要があるということ 

です。極端な話，ギリシャ時代まで戻る。また， 

ある意味ではルネッサンスですね。 真実を追求し 

ていこうとする哲学者の態度に戻る必要があると 

思います。プラトンの真実を追求する姿勢をみたっ 

て，人間の英知の闘いがあるわけです。 

先程と同じことになりますが，若い研究者は， 

おかしいことをおかしいと言う，自分が理解でき 

ないことを理解できないと言う，そして，先生に 

も，社会にも，自分自身にも質問することが大切 

だと思います。今，学校にしても，企業にしても， 

社会にしても，非常に保守的になっていまず。あ 

るものを守ろう，既存のものの中でうまくやって 

いこうとし，うまくやった人が成功者のように思っ 

ています。しかし，そういう人を全部集めたとき 

のトータルな日本というのは，全く国際競争力を 

持たないし，面白味もない。しかもその程度では， 

将来，アジアの新興国にやられることは明らかな 

のです0 これは，日本が自然死に近い道のりを辿っ 

ているということです。 

私は，MIT の評議員をしているのですが， こ 

の委員会は，学部学科を審査することを任務とし 

ています。先日の会合では，たまたま私の出身学 

科である原子力工学科について， どこかと統合す 

るべきではないかとか，学問の府として残してお 

く必要があるのだろうかと疑問を投げかけられた 

のですが，これには戦懐を覚えました。学問の府 

として，いかに意味のあるものを残し，いかに優 

秀な生徒を惹きつけるのかということを，喧喧器 

嘉とやっているわけです。 

翻って日本の大学をみると，全くのぬるま湯で， 

既存の学部はおろか教授のポジションまで既得権 

となり，誰もリスクをとらずに保身保守にまわっ 

ている。学問の原点を大半の人は忘れてしまって 

いるのです。しかも，文部省はますますその方向 

で固めようとしています。ここでもまた，日本産 

業は，学生の輩出においてアメリカに遅れをとっ 

てしまった。日本の学問の府は自己批判能力さえ 

もないのです。 

自己改革能力のないもの，自分の存在に疑問を 
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抱けないものは，個人であれ，組織であれ，国で 

あれ，これは滅びると思います。これからは，も 

う，今までのように国家が厚い壁で守ってくれて， 

侵略されれば軍隊で戦うという時代ではない。情 

報化社会では国境は守れませんから，近い将来， 

国境なき社会となるでしょう。そうなってきたと 

きには，自己再生能力のないものは，個人であれ， 

組織であれ，これは滅びます。 

自分を否定できる人間になること。そして，批 

判しているだけでなく，建設的な提言もできるよ 

うになることです。あるものを守ろうとした途端 

に，その人は敗北者になります。企業社会では， 

これが非常にはっきりしています。自らを否定で 

きなくなった企業は皆滅びます。自分でつくった 

会社を自ら壊せる会社しかこれからは生き残れな 

い。世の中は変化しているわけですから，世の中 

の変化についていって，変化をリードしていかな 

ければならないのです。今までの条件でうまくいっ 

たことに固執してさらに伸ばそうとするよりも， 

新しい状況に対して，過去を否定してでも飛び込 

んでいける人だけが生き残れる。これは人生につ 

いても研究についてもあてはまることです。 

企業の研究室を見ると，過去の状況からみてブ 

レークスルーなんてありようもない研究テーマに 

しがみついて， 5年10年と続けているという人 

が少なくありません。研究テーマを変えて新しい 

予算を申請するか，一度営業にでも出てから研究 

所に戻ってきた方がよっぽどいいという人が，千 

にーつの可能性を信じて同じテーマをやり続けて 

いる。その結果，会社の研究費は増える一方なの 

に，研究所からのアウトプットは下がる一方です。 

どこの企業でも，研究所でも，大学でもいえるこ 

とです。これは厳しい現実だと思います。 

常に自分を厳しい風にさらしていくために，外 

に出る努力をすることが大切です。私も大学時代 

をはじめ，外界に出た経験があったからこそ，新 

しい状況へ飛び込んでいくことを恐れなくなった 

のです。裸一貫になったって，また絶対にできる 

というふうに思うようになりました。あのまま東 

工大の博士課程に進んでいたら，このような発想 

はできなかったかもしれません。 

一ありがとうございました。 
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一、……メートピックス メ、●べ、 ●‘、●べ 

建築仕上げの剥離防止の研究 

1．はじめに 

この度，図らずも「建築仕上げの剥離防止に関する一 

連の研究」で1993年の日本建築学会賞（論文），同年 

「陶磁器質タイルの剥離防止に関する一連の研究」で（社） 

全国タイル業協会のセラミックタイル技術賞を頂き，私 

にとって誠に身にあまる光栄でありました。編集者から 

本研究について簡単な紹介と化学出身者が異質の分野で 

活躍できる要素など述べて欲しいという依頼がありまし 

た。本研究は建築仕上げの最大の問題のーつである「剥 

離・剥落」を防止するために行ったもので，セメントや 

接着剤で仕上げる工法を対象にしています。 

最近の建築仕上げの傾向は省力化や生産性向上の方向 

が強く，新しい材料・工法が採用されるにつれて，また 

新たな剥離現象が生じるなど基本的には剥離防止を原点 

とした考え方が必要であるように思います。建築仕上げ 

において剥離・剥落の防止方法が確立されて初めて，建 

築物の美観や剥落による人身事故のない安全性が得られ 

るといえるのではないかと思います。しかし， これらの 

剥離・剥落の究明は現在，難解な問題とされ，まだ的確 

な解決が得られていません。受賞で対象とした建築仕上 

げは床仕上げ，左官仕上げ及び陶磁器質タイル張り仕上 

げの3つの接着工法を取り上げています。従来，これら 

の研究は接着材のみに主眼点が置かれて研究が行われて 

いましたが，私は被着材である仕上げ材や下地材の性質 

に着目して接着に最適な条件を求め，剥離防止に必要な 

接着強度や独創的な試験方法を提案したのが従来にない 

研究として評価されたようです。 

この研究は，清水建設囲技術研究所に勤務していた時 

に日々直面した多くのクレームについて問題点を整理し 

研究して，これを体系化したものです。紙面の都合上， 

その主な部分のみを述べることにします。 

2． ビニルタイル等の床仕上げの研究 

床仕上げの剥離現象を観察しますと，最も多い剥離原 

日本化成脚常務取締役 工学博士（1970年） 

日本建築学会理事（1992-1993年） 

日本材料学会評議員，日本建築仕上学会副会長 建築仕上げに 

関する著書，論文を多数発表 
日本建築学会賞（論文）,（社）全国タイル業協会セラミックタイ 
ル技術賞受賞（1993年） 

（昭和31年応用化学科卒・新制6回） 

'A、……、”、 

丸 一 俊 雄 

因は下地の水分や施工後外部からくる水分の影響による 

ものが全体の約60％を占めていることが分かりました。 

特にビニルタイルの剥離した状況を観察しますと多くが 

最初は凹状の反りが生じ，最後に凸状の反りとなって剥 

離していました。ビニルタイルが水分の挙動によってど 

のようになるかを下地水分の多寡による違いや接着した 

状態で外部からの水分による違いなどを実験により調べ 

4

(5 

フ
」
1
 
0
 

(EE
）
咽
コ
噴
 

0.5 1
吸湿率（%) 

1 .5

図1 下地水分によるビニルタイルの反り現象 

ました。 

一例としてビニルタイルの反り現象を見ますと図1の 

ような関係が得られ，この最大の反りを拘東してこの現 

象を防ぐためにはどの程度の接着強度が必要かを検討し， 

その結果，最大で4. 7kgf/cn 程度が必要であることが 

分かりました。また，美観上ビニルタイルの目地あき幅 

を0.5 mn以下にするための接着強度を求めますと， 5

kgf/d以上の値が必要であることが分かり，大変厳し 

い条件でその接着強度が得られる接着剤は現在のところ 

エポキシ系接着剤であることも分かりました。 

3．左官モルタル塗りの研究 

同様にモルタル塗りの剥離現象を観察しますと，最も 

多い剥離原因は下地コンクリートの表面強度の不足と下 

地の含水率になっていることが分かり，それらが全体の 

72％を占めていました。そこで，最も剥離に関係する下 

地の含水率について調べると図2 のような関係が得られ 

これはセメントペーストのような富調合のものは下地が 

よく湿っていることが必要であり1:3 のモルタルのよう 

に貧調合のものは逆に下地がある程度乾燥していること 
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裏面形状の不適と下地の変形挙動で全体の90.8％を占 

めていました。 そこで吸水率や裏足の異なる小口タイル 

を用いて，圧着工法で張付けモルタルのオープンタイム 

を変えて実験し接着強度を求めました。接着強度を高め 

るにはタイルはある程度吸水率があり，裏足があるもの 

程よく，また張付けモルタルのオープンタイムが短いも 

の程よいことが分かりました。また，接着強度測定後の 

タイル裏面に張付けモルタルが付着している場合と付着 

していない場合に区分して見ますと図3のようになり， 

このことから，必要な接着強度を4 kgf/cnfとしました。 

張付けモルタルのオープンタイムの限界についても解析 

し，15分が張付けモルタルのオープンタイムの限界で 

あることを見出しました。実大実験では下地コンクリー 

トの収縮を拘東してひび割れを発生させる新しい方法を 

考案して下地コンクリートのひび割れ発生時のタイル張 

りの剥離傾向と，下地コンクリートの収縮変形を想定し 

た新しいポストテンション方式の強制加力方法を考案し 

て強制変形に対するタイル張りの追従性を検討しました。 

その結果は初期にタイル張りの接着強度が大きく得られ 

る工法は下地コンクリートにある程度の挙動が生じても 

タイル張りの剥離が少ないことが分かりました。 そして 

タイルの裏足形状と張付けモルタルのオープンタイムが 

相互に関係して大変重要な働きをしていることも明らか 

になりました。この4kgf/d以上の接着強度が得られ 

ている場合には強制変形に対してもよく追従し，通常の 

300 マイクロ以下の変形では問題なく，新しく考案した 

オープンタイムに左右されにくい改良圧着工法や改良積 

上げ工法によるタイル張りでは400 マイクロまで剥離が 

生じないことが確認できました。 
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図2 下地の乾燥度とモルタルの接着強度の関係 

（横軸は下地コンクリートの飽和吸水状態からの乾燥を示す） 

が必要であることが分かりました。 これは塗付けるモル 

タルの保有水量と下地の吸水性にある適切な関係がある 

ことを示しています。これを確認するために，乾燥した 

下地を用いて各種調合のモルタルを塗付け，下地による 

モルタルの見かけの硬化状態をペネトレーション法を考 

案して観察し，塗付け後約1時間に25~ 29％の水セメ 

ント比になる状態の時に最も接着強度が大きくなること 

が分かりました。 この状態を得るにはモルタルにポリマー 

等を混入して保水性を与えることが有効であることを発 

見しました。また実物大の施工実験より剥離面積率と接 

着強度の関係を求め，更に接着強度測定後の破断状況を 

観察して，破断確率から必要な接着強度を求め，それが 

l0kgf/d以上 で あることが分かりました。下地の種類 

と塗付るモルタルの種類との組合せが異なりますと，こ 

の必要な接着強度も違ってくることも分かりました。 

4．陶磁器質タイル張りの研究 

また，タイルの剥離現象を観察しますと，タイル張り 

は殆どが圧着工法で行われたものですが，最も多い剥離 

原因は張付け時間（オープンタイム） の不適やタイルの 

5，おわりに 

以上の成果は現在日本工業規格はじめ官公庁などの仕 

様書にも採用され，現在の設計・施工に活かされていま 

す。この研究を通じてー般に云えることは施工初期に十 

分にして必要な接着強度が得られるようなシステムとし 

ての条件を確保し，適切な施工を行うことが剥離防止上 

大変重要であるということです。建築工事は材料や部材 

のアセンブルが基本的な行為ですが，これらの手法には 

釘止め・装着・溶接それに接着があります。化学出身者 

が関与できそうなのは接着ということで私の研究が始まっ 

たものです。建築で使用上重要なことはどのようなアセ 

ンブルでもシステムとして設計ができるという条件を備 

えていることです。 それには理論的か経験的かは別とし 

て再現性のあるデータをもつシステムであることです。 

接着工法は現在では，まだ経験的な要素が重視されてい 

るのが現状です。本研究の主要な部分は博士論文として 

建築学科に提出し，その審査には本学科の篠原功名誉教 

授及び故石川平七教授の両先生にも大変お世話になった 

ものです。 ここに，改めて感謝致します。 

0.1 1 5 2050809599 100
分布（%) 

タイル裏面へのモルタルの付着と接着強度 

の関係（MIN】付着有り MAX】付着無し） 
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ながぐつをはいた医者 

靴のなかが湿ってつめたいと思ったら，つまさ 

きが破れて雨水で汚れた靴下がのぞいていた。一 

年生の医者は一日中院内を走り回っている。靴の 

消耗もはやいわけで，そのうちに裂け目はだんだ 

んひどくなり，歩くたびにぺったんぺったん間の 

抜けた音をたてるようになった。 チャップリンみ 

たいな歩き方になって，それなりにたのしんでい 

たが，ある朝点滴をさしていて，おばあさんに 

“あなた， これでシューズをお買いなさい”とい 

きなり手をにぎられた。掌のなかには一万円札が 

2枚もはいっていた。人生思わぬことで幸運にめ 

ぐりあうものだが，幼稚舎から慶慮のY君が話を 

きいて，ぼろぼろのバスケットシューズで朝の点 

滴採血に励むようになった。これが回診のとき， 

おばあさんではなく教授の目にとまってしまい， 

信頼される医者になるための身なりについて，お 

説教をされるはめになった。ぼくも人垣のうしろ 

で，何度も領きながら，拝聴した。 

慶慮の外科の卒後研修は6年間でカリキュラム 

が組まれている。1年生はフレマンと省略されて 

よばれ，無給で一日18時間は働く。病院に拘束 

される時間が長いため，親をあてにできるものは 

近くにアパートを借りていたが，ぼくの場合はそ 

うもいかず，白衣の下に新聞紙をまいて待合室の 

ベンチでごろ寝をしたりして，半分病院に住み込 

みみたいな生活をしていた。神様が下さった2万 

円は早々と生活費になってしまったのでズボンの 

下にゴム長をはいてごまかすことにした。 つるつ 

るしていて，歩くとぶかぶか音がしたが，ぺった 

んぺったんよりはましだった。今でもゴムのなが 

ぐつをみると，眠くて寒くてせつなかったフレマ 

ン時代を思い出すのだが，かつての想像とは全く 

慶慮義塾大学医学部外科学教室 助手 

（稲城市立病院外科 出向中） 

日本外科学会・日本消化器外科学会認定医 

日本医師会認定産業医 

（昭和52年 応用化学科・大学院27回） 

横 田 昌 明 

かけ離れた，ホームレスみたいな‘‘お医者さま” 

の生活はこんなふうにスタートしたのだった。 

本来ならここで，どうして大学院（吉田研）を 

途中でやめてまで医者になろうと思ったのか書く 

べきところだが，残念なことに忘れてしまった。 

早慶戦はどちらを応援するのか（こうもりになっ 

たような気がするときがある）という質問ととも 

に面接や試験のたびに幾度となくきかれ，有り難 

いことに好意的に解釈されることが多かったが， 

ここで早稲田をとびだせばぼくの人生は大きく変 

わるだろうな，それもおもしろいな，という漠然 

とした，落ちこぽれに近い発想であったようだ。 

慶慮義塾外科発哨診療所にて（フレマン時代） 
ながぐつにご注目I

フレッシュマンの一年間で術前・術後管理がで 

きるようになると，関連病院に出張して手術をお 

ぼえる。 4年目には慶鷹に戻って専攻する分野を 

決定し， レジデントとして病棟に配属されるが， 

一般消化器外科ではさらに臓器別に班にわかれて 

研究テーマをもらう。いずれの班も対象とするの 

は主として悪性疾患であるが，ぼくの場合には食 
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道班を選んだ。食道癌の手術は通常右開胸で食道 

を摘出したあと開腹操作で胃を細く形成して頚部 

まで吊り上げて再建する。 8 -40時間を要する 

大手術であるが，手術成績の向上で長期予後が期 

待できるようになった結果，胃管内容の停滞によ 

る術後摂食障害の改善が切実な課題になってきた。 

そこで，迷走神経を切離して中枢からの興奮性入 

力のなくなった胃の運動を電気刺激によって回復 

させることが可能か否かをイヌを用いて検討する 

ことがぼくに与えられた課題でL2)，いわば平滑 

筋のペースメーカーである。 

実験と臨床に明け暮れる2年間はあっという間 

にすぎ， 6年目のチーフ学年（病棟はチーフ， レ 

ジデント， フレマンからなるチームによって運営 

される） が終わると，ペンのばってんのマークの 

ついた修了証をもらってチーフ主張にでることに 

なる。めでたしめでたし。 

さて，フレマン主張から慶慮に戻ると無給にな 

るため，週2回アルバイトにでる。ぼくは西武線 

江古田駅近くの練馬総合病院に行っていたが，当 

直の時かかってきた一本の電話から映画の世界と 

かかわりをもつことになった。 5年前のことであ 

る。大泉にある東映の撮影所で工藤栄一監督が 

“ウオータームーン”という作品を撮っていたが， 

電話の主は工藤組の助監督の隅田君で（彼は1990

年に大林宣彦監督のスタッフとして“ふたり’’と 

いう，邦画史上不朽の名作を世にだした）， エイ 

リアンである主人公（長淵 剛）を手術する力ッ 

トがあるのでみにきてほしいという。 

執刀教授役は成田三樹夫さんだった。薄暗い， 

倉庫のような建物のそこだけ煙々と明るい手術室 

のセットに術衣姿で現れると，二，三度膝を屈伸 

させ，口のなかで台詞をつぶやきながら次第に役 

を作っていく。瞳孔反射の見方や手術器械の使い 

方をご説明すると，数回動作を繰り返しているう 

ちに老練な教授のそれになっていく。虚構である 

はずの目の前の空間が，みるみるうちに強烈な現 

実感をおびてくる。素顔の成田さんが知的で冷静 

なだけに，その動的な存在感のすごさにぼくはすっ 

かり感動してしまった。 

半年ほどたった翌年の四月，成田さんの突然の 

死を，ぼくは新聞で知った。 ‘‘潰蕩持ちでね，最 

近調子が悪いんですよ。義弟が代々木の東海大学 

病院で助教授をしているのでこの仕事が終わった 

ら検査をすることになっているんです。”撮影の 

合い間に成田さんとかわした短い会話を思い出し 

た。出番を待つ間丸椅子に腰掛け，腕を組んで目 

を閉じておられたが，身体の不調に，迫りくる運 

命を予感していらしたのかもしれないと思うと胸 

が痛んだ。後日，新幹線の車中で備え付けの雑誌 

をみていて‘‘雲になった成田三樹夫”という白洲 

正子さんの追悼文3）を目にした。成田さんの遺稿 

句集4〕から何句かを引用してその文才を論じ，早 

すぎる死を惜しんでいた。ひとは一度は死ぬもの 

だが，初対面の時の印象が強勇！にあっただけにいっ 

そう停いものを感じてならなかった。 

二本目の仕事は仲村トオル主演の‘‘狙撃3 ", 

東映Vシネマというレンタルビデオ用の企画であっ 

た。監督の一倉治雄さんが凝るひとで，大学病院 

の外科医江藤（石原良純）が主人公の松下（仲村） 

の後頚部に撃ち込まれた弾丸を摘出するシーンを 

できるだけリアルに撮りたいということで，お呼 

びがかかったのだ。 

舞台は大学病院であるが，小早川名誉教授（北 

村和夫）の国際学会での講演後フロアーから感嘆 

と称賛のどよめきがわきおこるカットがあって， 

スクリーンに映っているスライドに慶慮の消化管 

生理のカンファレンスで発表した際，不評でさん 

ざんたたかれたぼくのTitelarbeit のスライ ドを 

使わせてもらった（江戸の仇を長崎で討ったよう 

で，これはかなりの快感であった）。この映画で 

はさらに，隅田君の好意で教授回診のシーンに白 

衣姿で出演させてもらった（関係者が記念に作品 

に顔を出すことが，この業界ではよくある）。医 

者が医者の役で出るのだから，いつも通りやれば 

いい訳だが，スタートの声がかかり，カメラがま 

わりはじめるとフレマンのように緊張してしまっ 

た。ぼくはこっそりながぐつをはいて， しかし胸 

をはって小早川名誉教授のあとに続いて歩いたの 

だった。 
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研究室 

紹 介 

佐 藤 研 究 室 

（有機合成化学） 

前回この会報で研究室紹介文を書いてからはや7年の歳月がたち，再び番が回ってきた。この間教室 

内の有機化学関連では長谷川肇教授が定年退職され，また昭和60年から教室に加わった清水功雄氏が教 

授に昇格されたので，現在は清水教授と私との2名で有機合成部門を担当している。研究室内の様子は 

前回の時からあまり変わっておらず，研究室の規模なども応化内の他の研究室と大差がないので，今回 

は教育面を含め，私なりに抱いている有機合成化学の姿とでもいうべきものを紹介してみたいと思う。 

振り返ってみると私が応化教室に加わったのは昭和33年からであるが，この間に応化のカリキュラム 

も大きく変った。学生時代，私が応化の講義の中で最も強く印象づけられたのは，塩田三千夫先生（当 

時東大助手，その後お茶の水女子大学教授，現同名誉教授）の有機化学と柴田和雄先生（当時応化助教 

授・その後東工大教授などを経て昭和58年御逝去）の物理化学（熱力学）であった。この2つの授業で 

基礎化学の方が，ある製品を作るという工業化学よりはるかに面白いと思われた。特に塩田先生の有機 

化学の授業では，僅か数種の元素からなる有機化合物が，いろいろな試薬の作用により巧妙にその形を 

かえていく様子にたまらない魅力を感じた。ここでQuizを1つ。つぎの変化をさせるのに必要な試薬 

は？ 

CH3- CH0
9 CH3-CH-C2H5

0H

この反応は私が塩田先生の授業の中で最初に出会ったもので，答はグリニャール試薬（C2 H5 MgBr) 
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である。想えばこの反応が発見されたのは前世紀末であり，この反応は今世紀中最も重要な反応として 

有機化学の領域に君臨したことになる。もしこの反応がなかったら，現在の有機化学や有機合成化学の 

様子は随分変わっている筈である。 しかも驚くことに，我々が現在実験室で行うグリニャール反応は100

年前にGrignard 自身が行なったのと全く同じ手法を用いている。この進歩の激しい科学の世界でこの 

ような例が他にあるだろうか。 その後発見されノーベル賞にまでつながったハイ ドロボレーションや 

Wittig 反応なども，今後永い間その姿を殆ど変えずに，ずっと使われていくであろう。 

有機合成化学の分野には，大きく分けると2つの流れがあり， 1つは特定の有用物質，特に医薬品を 

中心とする生理活性物質や，理論的に興味がある特異な構造をした物質の合成であり，他の1つは新反 

応の開発で，選択性の高い反応や，それに使われる新試薬の開発である。私はグリニャール反応の魔力 

にとりつかれ，研究面では後者の道を選び仕事を進めてきた。しかし困ったのは担当する講義科目の授 

業内容をどうするかであった。 

私が初めて応化に嘱任された時，当時の学科主任の故宇野昌平先生から有機合成化学の講義を受け持 

つよう指示をうけた。当時の工学部系での有機合成化学の主流は染料化学であり，宇野先生は具体的な 

内容には言及されなかったものの，言外にはそのような意味をこめられていたように思われた。しかし 

私自身，染料化学の研究を行ったことはなく最初は大変迷った。有機合成化学というと，どうしても標 

的化合物を念頭におくことになり，自分でも焦点を絞ることが出来ず数年の間試行錯誤を繰り返し，当 

時の学生諸氏には大変迷惑をかけたことになる。しかしその後，割り切って有機合成とは切り放し，講 

義名は有機合成化学でありながら，内容的には反応論を中心としたものとして長い間進めてきた。この 

講義は自分でもそれなりに満足出来たが，いわゆる有機合成からは随分離れているな，との後ろめたさ 

を常に感じながらのものであった。 

そうこうしているうちに，有機化学は官能基別の化学と，反応論を主体とした化学の組み合せが縦糸 

と横糸のように織り重なったもので，これをマスターするには，縦横を別々に学んだ後，つぎには斜め 

に走る見方が必要であると思うようになった。斜めに走るには，文字通り有機合成化学にふさわしく有 

用標的化合物の合成というー本の線をつくればよく，その上を走ることによって否応なしに全体を見渡 

すことが出来るようになる。これも始めは試行錯誤で毎年実験的にいろいろな形式で講義を進めてみた 

が，数年後ようやく自分なりに1つの形が出来上がり，3年間に亘る夏休みと冬休みを利用して1冊の 

教科書を完成させ， ‘‘有機合成化学一精密合成へのアプローチ”と題して共立出版から出版した。この 

本は主題として有用生理活性物質の合成をとりあげているものの，内容的には反応論に焦点を絞って書 

いたつもりである。 

一方有機合成化学では，最近進歩の著しい有機金属化学が避けては通れない分野となっているが，こ 

の領域は清水教授の専門とするところであり，また3年前から客員教授として応化にこられている山本 

明夫氏のお力添えも得て，山本教授の名著“有機金属化学’’を教科書として両氏に担当していただい 

ている。このようにして，現在有機化学関連のカリキュラムとしてはJ. McMurry の’'Organic Chemistry" 

の原書を教科書として用いた官能基別の化学（1年生）, P. Sykes の“有機反応論’'(2年生）に続き， 

3年生での有機合成化学および有機金属化学をもって一応の完成をみている。 

学部教育は純粋に教育面が主になるが，大学院教育ではこれに研究面の要素が加わる。大学院教育で 

は，広く高いバックグラウンドの上に一人一人の個人が独自の発想と行動を編み出すことが必要で，研 

究室はその訓練をすべき所である。学生は1人の大将の号令の下に動く兵隊であってはならず，そこが 
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企業の研究所のように1つの製品開発のため，大勢が一致協力して仕事をする形態とは自ずと異なった 

点であろう。私の研究室ではドクターコースの学生であっても，原料合成から全て自分1人で行うこと 

を原則としているが，そこにはこの意味がこめられている。 しかしこの方式では発表できる論文数があ 

まり多くならず，ある面では学生にとっては不利益になるかも知れない虞れもなきにしもあらずだが， 

自分1人の力で何か発見できた喜びは何にもかえがたい宝を持つことになると確信している。電力の鬼 

といわれた故松永安左工門氏の言ではないが，研究すなわち“あせらず，たゆまず’’である。実験をさ 

ぼって論文が出ないのは論外であるが，実験をすれば確実に論文になるような類の研究ではなく，長い 

時間をかけた多くのネガチブな結果を糧にして，遂には珠玉のような論文が書けることを目指して研究 

をしたいものである。 

最近1つの出来事があった。昨年6月，週刊朝日に“偏差値による大学の選び方”と題し，理工系の 

大学について栗本慎一郎氏と，ある国立大学化学系K教授との対談があった。このシリーズでは前に早 

稲田の政治経済学部がやりだまにあがったが，今回も何故か早稲田の理工学部がかなり話題になってい 

る。この内容に関しては前号の本会報にも紹介があったし，原文をお読みになった方も多いかと思うが， 

皆様はいかに感じられたであろうか。この表題は理工系全体のものであるが，対談者が化学者であった 

ので当然のことながら化学が話題の中心となり，あたかも応化に焦点をあわせた感さえする。ケミカル 

アブストラクツに抄録されている論文数からみて，早稲田からの研究論文数が少なく， したがって早稲 

田の研究体制がお粗末なのに，何故偏差値の高い学生に人気があるのか，というのがこの対談の趣旨の 

ように見受けられた。 

元来研究者の活力度という点では，研究者1人当りの成果を考えなければならないのに，この対談で 

は大学全体の論文数で議論されており，実のある議論とはとても思えなかったが（この点に関しては前 

号では正確なデータが出されている），それ以上に私を驚かせるものがあった。 

この記事では外国の大学も含めて諸大学化学系から出される年間論文数が表となって示されている。 

注目すべきことに東大の2917を筆頭に京大（2412)，阪大（2387)，東北大（1759）と続き，上位4 位を 

日本の大学が占めているが，いわゆる外国の一流といわれる大学からははるかに論文数が少なく，ハー 

バード大に至っては649となっている。何もアメリカ崇拝でハーバードが東大より優れているという積 

もりはないが，少なくともこの論文数の比で東大が優れているともいい難いであろう。下手をすると， 

このデータには日本の論文の質が問われ兼ねない要素が含まれている虞もある。 

教室内では，この対談の内容が化学についてである以上何らかの反論をしておくべきではないかとの 

意見もあったが，私としては，いずれにしてもあまり意味のありそうもない話しにそう目くじらを立て 

ることもないと思った。 しかし，ことは週刊誌という大衆向けのメディアなので無視も出来ないかなと 

考え直していた矢先，菅原助教授の御努力で正確なデータが出て，これが日刊工業新聞にもとりあげら 

れることになったのは有意義なことであった。ただこの新聞がもう少し大衆向けなら尚よかったと思う 

が。この出来事も，あまり論文数にこだわると，こんな結果になるという反省になるであろうか。 

少し脱線したが，本稿は研究室紹介をすべきところである。最後になったが，話しを本題に戻すこと 

にしよう。 

新反応の開発といってもあまりに漠然としているが，我々は主として金属や光が有機化学反応におよ 

ぼす効果を巧みに使って，有用な合成反応を開発することを目指している。その他炭素骨格転位反応な 

ども研究しているが，何れも新規な反応の開発を目指したものである。現在のところ，金属元素として 
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は単独にはスズが主体であり，光と複合的に用いる場合にはチタンや，鉄，銅，銀などの元素が用いら 

れている。ここに最近我々の研究室で開発したいくつかの反応を列記してみたが，いずれもスズ原子を 

もつ有機化合物または光と金属化合物の相互作用を応用したものである。有機合成に興味のあるOB諸 

氏にはQuiz気分で四角の中に入れるべき適当な試薬をお考え頂ければ光栄である。各反応とも高い選 

択性をもち，かつ，合成反応として使えるだけの収率も得られている。一方この変換反応を既知のオー 

ソドックスな反応を用いて行うにはかなりの困難さを伴うものと思われるが，併せてお考え頂ければ嬉 

しい。特に2) -5）の反応では100ノぐーセントの立体選択性で進行するが，このような完全な立体規 

制をしながら反応させるのは，通常では難しいであろう。また， 4 ) -6）は天然物合成への応用を示 

したものである。御参考までにこれらの反応を報告した原報を付記したが，何れもこの2 -3年の間に 

見つけられたもので，光が関与する反応については呉承勲君（韓国留学生・D3）を中心として，また 

スズ化合物が関与する反応については藤原淳君（本年4 月より助手）を中心として大勢の学生諸君が努 

力した賜である。 ここに深く感謝の意を表したい。 

スズ化合物の化学に関しては，研究を始めて10年あまり経つが，最近になってようやくその特異性に 

1) 

4) 
mS.. 

詳o

MOO

旦-ノ0-1Lよへ 

＋て〕 

1)1 7 I

2)ルイス酸 

0

之釦一 
0

轟TMSざメろ、一蒼o、 
(+)-frcupenon・ 

CH0

1)1 7 I 

のHC0叫・ 

3)H' 

Me

Hロ 
0

Me

＝一 右0 叫e
HO!-' 
OH

ひ面caroside

ついて私なりに1つの考え方をまとめることが出 

来たので，論文形式としてref 7 に， また叢書の 

中の一章分としてref 8 に発表した。ref 8 は1994

年中に発刊されることになっているので，ご高覧 

賜われれば光栄である。 

Grignard がマグネシウムに魅せられ， また 

Wittig がリンに，さらにBrown がホウ素に引き 

付けられたように，我々もスズー炭素結合の特異 

な性質や，光ーチタン，光一銀などの複合作用に 

ロマンを求め，研究を進めている。 いつの日かグ 

リニャール反応に少しでも近付くことを夢見て。 

佐藤 匡 （平成6年1月10日） 
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職場 だ よ り 

三菱化成株式会社 

1．はじめに 炭化学から石油化学へ中心を移して発展してきま 

景気も昨年に引き続き暁光の見えない状態であ した。さらに最近では「人間の夢に答える絶え間 

りますが，こうした中応化会の諸兄はそれぞれ状 ない化成」を基本として医薬，情報電子，高機能 

況を打開するために奮闘されている事と存じます。 材料の分野における事業にも注力しています。こ 

今回は久しぶりに三菱化成グループの会社概要 の一環として「人類の福祉に貢献する」 目的で設 

及び応化会員の近況を報告させていただきます。 立された三菱化成生命科学研究所は学問的にも数々 

の実績をあげています。 

2．会社概要 三菱化成は東京に本社を置き，研究開発拠点と 

三菱化成は昭和9年に三菱の化学工業部門とし して横浜に総合研究所，筑波に半導体研究所，各 

コークス，及びその留分からの直接染料，肥料製 工場に開発研究所，茅ケ崎にテクニカルセンター 

造などを日的として創設されました。その後，石 があります。生産拠点として黒崎，四日市，直江 

総 合 研 究 所 全 景 
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津，水島，坂出，鹿島，筑波，松山の8工場，販 ノマー，オキソ製品，可塑剤関係を担当し，五十 

売拠点として国内に7つの支社，支店を有し，さ 嵐了（昭47修篠原研）はポリオレフィン事業部で 

らに米国， ドイッ等海外にも6つの現地法人・支 機能性ポリオレフィンのプロジェクトを統括し， 

店があり海外展開の拠点となっております。 平山策助（昭47修鈴木研）は記憶材料事業部にお 

国内でも多くの関連会社がそれぞれの分野で多 いて光磁気ディスク事業戦略を担当しております。 

彩な活動を通じて確固たる地位を築いています。 化学システムサービス部においては曽根勇（昭45

当社の事業は大きく7つの分野に分かれており， 修城塚研）、彼谷政雄（昭50修平田研）がに用 

炭素分野＝炭素繊維，コークス，カーボンブラッ EL薬品等の企画及び事業を担当しており，田川 

ク，合成ゴム等】アグリ分野＝高度化成肥料や農 徹（昭50博篠原研）は経営企画室で全社戦略の立 

薬等I石油化学・有機化学分野＝合成樹脂及びそ 案を担当しています。 

の原料，合成繊維原料やオレフィン誘導体，各種 東京支社では中村員彦（昭49博東研）が営業開 

工業薬品，カラー液晶表示色素等I機能樹脂分野＝ 発室にて機能商品の販売支援及びニーズに基づい 

エンプラ及びイオン交換樹脂等I 複合材分野＝炭 た商品開発を担当しています。 

素繊維の複合材料建築材料，プラスチックパレッ 茅ケ崎事業所は機能商品の市場開発，商品開発 

ト等I情報電子分野＝フロッピー （FD） ・ハー のための総合テクニカルセンターであり，服部英 

ド（HD）・光（OD）ディスク等の記憶媒体， 昭（昭40加藤研）が管理・ENG Gr次長として長 

オフセット印刷用PS版，複写機・プリンター用 年の経験を生かして事業所全体の運営に携わって 

感光体（oPc）やトナー等，化合物半導体，フォ おり，大村淳一郎（平2城塚研）はェンジニアリ 

トレジスト，EL薬品等；医薬・ライフ分野＝徐 ングプラスチックの技術開発に取り組んでいます。 

放性瑞息薬「テオドール」をはじめ循環器系，中 日本化成脚はコークス，化学肥料，工業薬品を 

枢神経系，アレルギー関係を中心とした医薬品。 製造しており，恵美怜（昭39故石川研）が肥料及 

免疫診断システム，シュガーェステル等々多岐に びアンモニア誘導品の製造・管理の経験を生かし 

わたる事業を行っております。 て肥料無機事業部長として活躍しています。 

三菱化成ェンジニアリング脚は各種ェンジニア 

3．応化会員の近況 リング・保全を業務としており，重田隆義（昭43

現在59名の応化会員が在籍し，多様な事業推進 修吉田研）がノンケミカルプラントを対象とする 

のために活躍しています。 産業システム事業部長として，また川西敬治（昭 

(1）本社地区 50修城塚研）がプラント事業部で活躍しています。 

三菱化成の本社をはじめ東京支社，茅ケ崎事業 ダイヤリサーチ脚は化学関係の情報解析・調査 

所，関係会社で18名の応化会員が活躍中です。 を行っており，大竹正之（昭40村井研）が長年の 

三菱化成本社では調査室で川村幸雄（昭31大坪 触媒研究の経験を生かし活躍しています。 

研）がその豊富な経験を生かして経済情勢や事業 化成オプトニクス脚はブラウン管，蛍光灯など 

関連の調査に活躍しており馬場良靖（昭36大坪研） に使用される無機蛍光体やx線増感紙，oPcド 

は保安環境部で化学業界全体の設備保安向上及び ラムを主製品としており，三上知樹（昭48長谷川 

官公庁との折衝に取り組んでいます。 また，村瀬 研），鈴木克典（平3修城塚研）が高輝度・高解 

和夫（昭46修城塚研）は石化製品事業部で塩ビモ 像度蛍光体開発をめざして頑張っています。 

- 19 ー 



(2） 総合研究所 ています。 また，ポリエステルフィルムの製造会 

三菱化成の将来を担う研究開発の中核拠点とし 社であるダイアホイルヘキスト脚の中央研究所で 

て，4研究部門19研究所を中心に基礎化学品から は佐藤嘉記（昭57修土田研），佐藤昇（平1修菊 

有機ファイン，高分子素材，高機能材料，情報電 地研）がフィルムの機能性向上の基礎研究を推進 

子，ライフサイエンスまで幅広い研究活動を行っ しています。在籍者も多く他学部・学科と合わせ 

ています。岡野毅（昭36大坪研）が理事役第4研 稲門会も盛り上がりを見せています。 

究部門長として情報電子分野RDを総括し，池内 

晴彦（昭37大坪研）が薄膜研究所長として記憶材 

料の研究開発の，また西村彰夫（昭41佐藤研）が 

化成品研究所長として機能性樹脂，食品等の研究 

開発の舵取り役としての重責を果たしているのを 

はじめ20名の会員が各分野で活躍しています。中 

村振一郎（昭55修宮崎研）は計算科学研で分子科 

学に基づく機能材料設計に挑戦し，分析物性研で 

は佐々木豊（昭61修宮崎研）が振動分光法を，近 
総研本社・稲門会の集い 

禅（平3修土田研）は高分子分析を担当していま 

す。理化研では飯田陽介（平3修清水研）が農薬 （3）黒崎工場 

中間体の合成に，東野泰子（平3修長谷川研）が 当社発祥の工場で，コークス，農薬，肥料，合 

石油化学製品の触媒開発に取り組み，医療第1研 成繊維原料，機能性樹脂など製造する我が国でも 

では由上智子（昭59修宇佐見研）が中枢作用薬の 屈指の総合化学工場です。吉田直弘（平4 修佐藤 

探索に打ち込んでいます。高分子研では上原弓人 研）は開発研究所でインクジェト等に用いる色素 

（昭50修篠原研）がGLとしてポリオレフィンの 等の開発研究に従事しています。 

触媒・重合・物性検討を担当し，竹内久雄（昭59 (4） 四日市工場 

修宮崎研）は計算科学的手法を用いた高分子材料 各種石油化学品や高機能商品を生産しています。 

設計研究を行い貴重な成果をあげており，新婚早々 友野博美（昭49修森田研）は製造1部次長として 

の副島裕司（平4 修西出研）は高機能ウレタン樹 スチレン系樹脂の製造面を中心に見ており，百瀬 

脂の開発に注力しています。平原聡（平4修加藤・ 正吾（昭61修城塚研）は製造4 部でボトル用ポリ 

黒田研）は先端材料研で新規活性炭の開発を，腐 ェステル樹脂の製造を陣頭指揮しています。開発 

瀬友和（平5修佐藤研）は化成品研でシュガーェ 研究所では末永光一（平1修西出研）がPETフィ 

ステルの研究開発に従事し若さ溢れる活躍を見せ ルムの開発研究に従事しています。 

ています。長谷川和美（昭52修伊藤研）が画像研 （5）水島工場 

にて昇華感熱メディアの開発に，光電研では山田 ェチレン・プロピレン等を原料とする各種誘導 

昌宏（昭58修佐藤研）が感熱転写用色素開発に， 品プラントを有し，また，数年前からは記憶媒体 

安達昌文（昭62修宮崎研）は分子軌道法を用いた （HD、OD）をはじめとする機能商品も大きな柱 

機能性色素の設計に挑戦しています。植松卓也 となりつつあります。井上俊夫（昭47修吉田研） 

（昭63土田研）は光ディスクの研究開発に活躍し は記憶材料事業所のハードディスク部長として研 

総研本社・稲門会の集い 

20 - 



究・開発を担当した経験を生かし全体を統括して 

います。岩間啓一（昭51修故藤井研）は管理部に 

おいて工場の中長期計画立案の重責を果たしてい 

ます。山村英夫（昭51修鈴木研）は品質保証部で 

IS09000S による品質管理体制の整備を行ってい 

ます。品川英也（昭61修佐藤研），新婚の田中正 

人（昭62修佐藤研）はともに開発研究所でポリオ 

レフィン樹脂の技術開発を担当し，新グレード開 

発の中心的存在となっています。魔戸健一郎（昭 

62修酒井研）は製造1部において主力製品である 

aアルコール等の誘導品開発の技術検討に携わ 

り，今春結婚予定の佐久間毅（昭63修逢坂研）は 

開発研究所でHDの技術開発及び技術サービスで 

東奔西走しています。 

(6） 坂出工場 

コークス専業工場として瀬戸大橋の快に四国電 

力，コスモ石油，YKK等と重工業地帯を形成し 

ています。高機能材料として炭素繊維を生産し， 

炭素材料に基づく先端材料の開発検討も行ってい 

ます。下原隆行（昭49修宮崎研）は生産技術セン 

ター主席としてコークス，ガス精製， コールター 

ル関係のRD及び技術検討を統括しています。 

(7） 鹿島工場 

医薬及びPS版などの高機能商品の生産拠点で 

あり，医薬品の開発研究の中心でもあります。鵜 

浦博之（昭58修佐藤研）は医薬開発研究所で医薬 

原体の工業的製造方法の開発研究に従事していま 

す。 

(8）筑波工場 

ポリスチレン， ナイロン，PVC等を原料とし 

たシート・フィルム，人工芝，化合物半導体の製 

造を行っており，半導体の研究拠点でもあります。 

魔井達也（平1修長谷川研）は研究開発部で現行 

品改良，新製品の開発等を担当しています。 

⑨ 三菱化成ビニル 

塩化ビニル樹脂（PVC）のコンパウンド，フィ 

ルム，可塑剤などの生産・販売が主な事業ですが， 

本社（丸の内）には吉野栄二（昭38吉田研）が特 

許部の主席として研究成果等の知的財産の管理に 

目を光らせています。名古屋工場では技術部の柴 

田和夫（昭50修高橋研）がPVCを中心とした成 

形材料の開発研究に従事しており，製造部では佐 

藤晶英（昭55修豊倉研）がPVCフィルムの製造 

に従事しています。また，名古屋研究所では有江 

英二（昭48修東研）が農業用PVC フィルムの改 

良研究のリーダーとして，田代健（昭63修酒井研） 

は農業用PVC フィルムの生産技術及び新製品開 

発にはりきっております。 

⑩ 海外 

岩谷和俊（昭40大坪研）はブラジルのポリアル 

デン社で高密度ポリエチレン事業に参画しており， 

麻島健一（昭52修大坪研）はUSR0 社にて米国 

における蛍光体製造に関与し，石川文矢（昭54修 

豊倉研）はマレーシアの希土類製造会社ARE 社 

で管理者として奮闘しており，田原博志（昭58修 

篠原研）はインドネシアのバクリー化成でテレフ 

タル酸製造の指導に当たっています。 

4．おわりに 

当社は総合化学会社として幅広い事業展開を行っ 

てきましたが，さらに国際競争力の強化を計るた 

め三菱油化社と合併し，世界第8位の総合化学会 

社「三菱化学」を設立する予定です。今後世界の 

一流企業として発展していくにあたり新しい応化 

会メンバーを迎え進取の精神に基づいた事業展開 

をしていきたいと思います。 以上 

文責：田川徹（経営企画室） 
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×ぐ似ーーーー叫で似で似ぐ似mmでαで＆実社会へ巣立つ後輩へ居似ぞ似ぐーぐ電で電で似で似で似ぞ似ぞーーー 

rAs you like. Good Luck ! ] 

今春社会へ巣立たれた皆様は社会情勢の流動性 

を反映した刺激多い生活をすでに楽しんでおられ 

ることでしょう。ともかくも無事御卒業おめでど 

うございます。 

私は現在の不況下に優るとも劣らない“女子 

大生の就職難’’時代の’82年に豊倉研にて修士課 

程を終了して，写真感材業界2番手企業に入社し， 

早12年を満了しつつあります（その間産休2回に 

短期のN.Yー駐在をやっていますので実労11年で 

はありますが）。そしてそのわずか12年の間に機 

会均等法が施行され，バブル経済下の空前の採用 

難でフレックスタイム，半日休暇，育児休業制度 

等福利厚生面が充実し，一転して深刻な不況下で 

効率という観点から時短が推し進められて介護休 

暇やボランティア休暇も制度化され，更には年俸 

制とかスーパーフレックスの方向に進みそうな気 

配で，終身雇用の年功序列社会の崩壊を序々にで 

はありますが確実に感じつつ，ここまで来ました。 

私は企業組織の中に居ますので，そして基本的 

には男社会の中で女でありながら人事要員として 

は“男’’とみなされて来た人間ですので， どう 

しても書ける事は‘‘組織’’の話に限定されて， 

あまりお役に立てないかもしれません。でも男社 

会の異端としてやって来た女の話～ちょっと斜に 

構えたものの見方もおもしろいかもしれませんよ。 

＜パワーゲームのこと＞ 

現在は切実に不況です。従って（理論に飛躍が 

有りますが），組織の運営も割とまともです。こ 

コニカテクノサーチ脚国内Gr担当課長 

（コニカ脚より出向） 

（昭和55年応用化学科卒業・新制30回） 

（昭和57年応用化学科大学院 前期修了） 

千 葉 洋 子 

う書くとニャッとした現役の方は大勢いらっしゃ 

るでしょうが，新社会人は？でしよう。 

これを読まれる多くの方は本社採用の幹部候補 

生（いちおうェリートの卵）かと思います。新人 

の時は純粋で，とにかく一生懸命仕事を覚え，感 

ずるままに発言し（ては上司や先輩に叱られ）, 

若さにものを言わせて突走り，3年目位で状況が 

解ってバリバリと仕事をこなし始め， 5 年目に・・・ 

ふと気付くと地位に微妙な差が…というあたりか 

ら誰もが否応なしに組織の中のパワーゲームに係 

る様になってしまいます。 

誰もが本音のところでは課長→部長→役員→重 

役と経営側に行きたい。で，手取り早くは上に娼 

びて登用してもらう事を考えます。結果，上を向 

いて仕事をする人が多くなると現場や市場の声は 

経営トップに伝わり難くなり，上から一方的に 

（しかも的外れな）話が下りて来てそれで組織が 

運営されて仕事のアウトがアサッテになる傾向が 

あります。これが世間で言う大企業病の一症状で 

実務の第一線に居る若手時代は，自分の身分と本 

来あるべき運営とのどちらを採るか悩む事がまま 

有るでしょう。 

が，経営危機の状況下ではそんな事していると 

本当に会社が潰れますから， トップも現場の声を 

重視しますし，今まで筋を通して来たが故に不遇 

だった人達が日の目をみて運営も適正化され， 

「やっぱりうちの会社は良い会社だ」 という事で 

従業員の意欲も高まるのです。不況だからまとも・・・ 

解りました？ 

この様に5年，10年のスパンで同じ会社に居る 

と様々なパワーゲームに参加したり，観戦したり， 

ゆり戻しを体験したりと，なかなかに楽しむ事が 

できます。 
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＜会社の捉のこと＞ ブシンキングという物事のとらえ方や考え方が流 

厚生省検疫課長なる身分の方の著書「お役所の 行っています。上に述べて来た現在の不況や今後 

淀」 というのがベストセラーになっていますが， の世界経済の見通しに基づく企業社会の変化をゆ 

『お役所』の部分を『会社』 に置き換えても通用 ゆしきものととらえるか，違ったとらえ方をする 

するのが，（残念ながら）日本の会社の実情だと かでその人の人生の充実度が変って来るのではな 

考えて間違いないでしょう。皆さんも‘‘和を持っ いかと思います。 

て尊しとする”組織の運営に慣れてゆかなけれ 

ば組織の中での居ごこちの悪さを体験することに ＜集団のー員から個人へ＞ 

なるでしょう。会社は‘‘有能なあなた’’を活用 今後の企業社会の有り様は，私の様な組織の異 

しない事に憤る事も有れば“無能なあなた’’を 端児にとっては正直なところ“おもしろい’’もの 

けして見捨てない事を有難く思う事も有るでしょ に感じられます。自分の器相応に自分らしく伸び 

う。が 会社というところ，そう達観しても， やかに仕事をしても許される様になりそうだから 

必ずしも周囲に迎合して合わせていかなければな です。常に“周囲とのバランス’’を意識して自分 

らない程固定化している訳でもありません。仕事 を律し，実力で突出する事は控え，出遅れを避け 

の成果という客観的な評価基準があるからで，そ るべく無理をし（子供が小さい時は“あいつはど 

れがお役所と違うところです。つまり通常は自分 うせ子供かかえてたいした事はできないだろう’' 

を譲って周囲に合わせていても，勝負しようと決 という周囲の思い込みから仕事が乏しくなった情 

めた時は‘‘自分らしさ”でアプローチして，結 況を修正するのがたいへんでした），困難な仕事 

果オーライならば許してもらえるし，それにより をかかえて残業している人が居れば気くばりで付 

自分の居る環境を除々に変えてゆくことができる き合い残業し，上司や同僚の引越しには土日返上 

のです。私などは男社会の捷が感覚的に解らず で手伝いに出掛け，仕事上の付き合いが有れば故 

“恩義に感じて忠を尽くす’’暗黙のルールにはど 人との関係はともかくも葬儀に出掛けるか香典を 

うもなじめないで，今だに“どうして他部門が 包み，アフターファイブの付き合いも仕事のうち 

認める様な仕事の成果で自部門に返すだけじゃダ で酒の場で仕事の方針が決まる etc，人の心 

メなの？’’というところがおおいに有りますが はとりあえず横に置いた形だけの付合いや，様々 

結果オーライに助けてもらっています。 な不条理が必要に迫まられて否定されてゆく今の 

状況は好ましいもので，こういう変化はいずれ子 

＜リストラのこと＞ 供達の教育現場にもフィードバックされて日本社 

年功序列は経済の拡大という前程があって，若 会全体が欧米型の個人尊重社会に向う様に思われ 

年の時に給与を低水準に抑えて利益をあげた見返 ます。 

りという人事的政策でもあったのですが，今後経 皆さんの今後の人生に於いて仕事をどう位置付 

済の拡大は見込めず，従って年令給という形での けるか，地域社会との関りをどうするか，プライ 

給与の上昇や，大卒は少くともここまではといっ ベートをどう充実させるか，選択の巾が非常に広 

た地位の保証への期待もできなくなってゆくのは がった恵まれた時代になっていると思います。と 

確実の様です。そうすると組織をコンパクトに経 もかくも自分の人生の舵をとり始めた皆さんに贈 

費の掛からない効率の良いものにして利益を生み る言葉はAs You Like. Good Luck！がんばって 

出せる体制も必須になって，それが現在様々にマ 下さい。 

スコミをにぎわせている人事施策に代表されるリ 

ストラという動きで現われています。地位と給与 

の上昇してゆく人はマネージメント能力に長けた 

人か特定分野での才能が有る人に限られる時代の 

到来も間近に思われます。 

話は変って，今の時代プラス思考とかポジティ 
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～会員のひろば 

車窓の夢 

Nロ11（そのD~＊× 

竹 内 亮 

5年程前から宇都宮に移り工場でオフィス勤務 スの後，新幹線のドアが閉じられ静かに発車する。 

しているが，最近は時々は東京にも顔を出してい 神田，秋葉原のビルの谷間をくぐり抜け，列車が 

る。この往復の新幹線ではなるべく仕事のことを 地下に潜っていくとすぐに上野駅となる。僅かに 

考えないようにしている。特に帰りの新幹線では 残っていた空席も通勤客で満席になる。私の隣に 

空想にふけることが多い。 もサラリーマン風の中年の男性が乗って来て週刊 

誌を読み始めた。その向こうには席を取りそこね 

東京駅は東北新幹線と上越新幹線のホームが共 た男が諦め顔で立っている。 

用になっている為 タ方のラッシュ時は何時もごっ 上野を出て列車が再び地上に顔を出すと車窓に 

た返している。12番線でやまびこ号を待ちながら は寒空にネオンが輝いている。埼京線の駅をいく 

在来線の方に目をやると，帰宅ラッシュの様子が つか過ぎる内に列車はぐんぐんスピードを増して， 

一望に見渡せる。長距離通勤者であろう，カップ 外の光は後ろに糸を引く様に消えて行く。心地よ 

酒とつまみを抱えて最前列で電車を待つ人の顔に い疲労感に襲われ，やがて目蓋が重くなる。 

は電車の待ち遠しい気持ちがにじんでいる。新幹 そう言えば少年の頃にガモフの「不思議の国の 

線が入線し，在来線の光景は断ち切られた。発車 トムキンス」 という本を読んだなア。移動する物 

5分前になるとドアが開き，列の人たちは車両の 体の速度が光速に近付くとその物体は厚みが減っ 

入り口に吸い込まれて行く。車中では各人が自分 て見えるなど相対性理論を分かり易く解説してい 

の好みの席を求めて陣取っていく。二人席の窓側 たアレだ。しかし 「光とは何だろう？」 という疑 

の人気が高い。今日は運良くその窓際に座ること 問はまだ私の心のなかでくすぶったままである。 

が出来た。コートを掛けてシートに身体を沈める 学校の物理では「光は干渉するから波である」 と 

と再び在来線のホームが目に入る。何時の間にか 習った。また，「光子という粒子である」とも習っ 

在来線にも電車が到着し，電車待ちの人の列は無 た。そう言えば以前，科学雑誌で「光子を一個ず 

くなり，往き交う人たちだけがホームに残されて つ放出する微弱な発光装置から発せられた光でも， 

いる。 時間を掛けてスリット間に多数発射すると干渉縞 

いつもの様に盗難の用心を訴える車内アナウン が観測される」 という記事を見かけた。すると光 

は多数の光子が空間で衝突して干渉するのではな 

(U 篇盤離靖磐穀 )勤務 
(1982年アメリカ・ドレクセル大学大学院修了） しかし，一個の光子は最終的に感光紙に当たって 

止まったときには一点にしか存在していな叫・・・ 

デュポン囲業務部 業務改善グループ勤務 

（昭和51年応用化学科卒・新制26回） 

(1982年アメリカ・ドレクセル大学大学院修了） 
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ということは，干渉とは一個の光子の存在する確 元方向の自由度が極端に制限されていれば時刻の 

率の縞模様であるということになるのか。一個の 隙間において質点は線に見えるはずではないか？ 

光子は，空間を移動する間は質点として存在せず 突然，前方に長方形の光の塊が現れ，それはぐ 

に確率として存在するのだ。待てよ，そんな話は んぐんと大きくなり，あっと言う間に窓一杯に拡 

他でもきいたぞ！そうだ，量子力学だ。 ボーアは がった。小山駅だ。ホームに疎らな人影を残し， 

原子モデルの説明をしたとき 「電子は原子核の周 列車は轟音をたてて通過する。観測時間があまり 

りに，ある確率で存在する」 と言ってアインシュ に短いのでホームの人は静止している様に見えた。 

タインと衝突したのではなかったか。そうか，見 まるで蝋人形を見ている様だ。小山遊園地の観覧 

えてきたぞ！光子も電子もあまり小さいので，時 車を後にすると窓の景色は再び暗闇と幾つかの光 

間空間を移動するとき時間軸の持っている時刻の の点に戻る。もう直ぐ宇都宮だなと思ったとたん 

隙間に落ちてしまい，質点としては存在できない に，今まで窓のすぐ外で私と並んで旅を続けてき 

んだな。アインンュタインは時刻の幅をゼロと考 たトムキンスがフーソと暗闇の中に消えて行く。 

えたためにボーアの説明が理解できなかったので 再び光の点の密度が高くなり， しばらくすると 

はないだろうか？ 車内アナウンスが宇都宮に近付いたことを知らせ 

いつの間にか列車は大宮駅に着き，数人の客が る。 いつもの様にバスの時刻表に目をやり，身支 

下車し上野で座り損ねた人が席に着く。大宮から 度を整える。列車がスピードを落し始めると見馴 

乗ってくる乗客はあまり多くはないが，彼らはま れたネオンが目に飛び込んで来る。宇都宮で降り 

ず座れることはない。 る客は多い。 大抵がサラリーマン風であるが中に 

列車が大宮を出発すると再び空想の世界に引き はOLや学生の姿も見られる。駅に降り立つと宇 

ずり込まれて行く。好むと好まざるとに係わらず， 都宮の寒さが身にしみる。皆，寒そうにコートの 

我々が過去から未来へと向かって時間軸を移動し 前を合わせ，急ぎ足で改札に吸い込まれ，そして 

ているとき，我々は時間軸の上の一点を移動して 夜の街に消えて行く。私もバス停に急ぐ。もうす 

いるのではなく，ある確率でその点の近傍に存在 ぐ我が家だ。 

するのではないだろうか？マクロの世界ではこの 

時間軸上の一点に乗っている様に感じるのだが， オイルショックの影響で化学会社が学卒をほと 

ミクロの世界ではこの幅が無視できないのだろう。 んど採用しない年に社会に出た為，早稲田を出て 

ビックバンのモデルで考えた場合，四次元球の膨 から純粋に化学的な分野での仕事をしたことがな 

張はその表面が時間軸方向に移動することで説明 い。しかし，化学に対する思いは今も変わらない 

されるが，実はこれが表面ではなく薄い膜のよう つもりである。 4年間の大学での生活はアルバイ 

なものであると考えればよいのではないか。 この トに追われ悔いが残ったが，少なくとも化学は難 

方がモデルとしてもより自然な様に思えてきたか しいということだけは分かったと思う。今，この 

ら不思議だ。そう言えば超弦理論がもし時刻を時 様な空想にふけるのは，未だ「化学は量子論で説 

間軸上の点で捉えているのならば紐は過去と未来 明されるべきだ」 という思いが残っているからか 

の方向に伸びた質点であるのかもしれない。 3次 もしれない。 
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～会員のひろば～~~~~~~ Nロ11（その2 )> < 

私の愛した恐龍 

星 野 均 

昨年の「ジュラシック・パーク」 に代表される 組みが必要であると考え，恐龍温血説を提唱しま 

までもなく，最近は恐龍ブームです。そこで，子 した。 この恐龍温血説は，オストロームに学んだ 

供の頃から三十歳を過ぎた今日まで恐龍ファンを ロバート・バッカー（コロラド大学客員教授）に 

続けている者として筆をとらせていただきます。 より広く知られるようになりました。「ジュラシッ 

「ジュラシック・パーク」 をご覧になった方も ク・パーク」 のグラントの風貌はバッカーをモデ 

多いと思いますが，「ジュラシック・パーク」 の ルにしているようです。行動とか性格は子育て恐 

中にでてくる恐龍， ヴェロキラプトルのリアルな 龍マイアサウラを発見したジョン・ホーナーをモ 

動きや，走り回るガリミムスに驚いたことと思い デルにしたようですが。 

ます。まるで虎やダチョウのそれを思わせるよう 恐龍温血説のきっかけとなったディノニクスの 

な動きは，従来の変温動物で体の大きさの割には 親類筋にあたるのが，「ジュラシック・パーク」 

脳の小さい愚鈍な生き物， というものからかけ離 のヴェロキラプトルです。ヴェロキラプトルの化 

れています。 それは，「ジュラシック・パーク」 石はディノニクスよりも古くから知られています 

の恐龍はここ十年くらいの間に広まった恐龍温血 が，1971年にプロトケラトプスと格闘中であるか 

説に基づいて描かれているからです。 のような化石がモンゴルから発見されています。 

恐龍温血説は，1964年にエール大学のグラント・ 映画でのヴェロキラプトルの顔つきはディノニク 

メイヤーとジョン・オストロームがモンタナ州南 スに似ています。 ヴェロキラプトルは映画よりも 

部でディノニクスの化石を発見したことがきっか 顔が長くて英語名はSwift Robberです。 

けとなっています。 オストロームはディノニクス 恐龍温血説を考える場合，小型の恐龍なら問題 

や，同じ時代のテノントサウルスの化石からディ は無いのですが， ブラキオサウルス（ジュラシッ 

ノニクスの歯の化石が発見されたことなどから， ク・パークの冒頭で木の先端を食べていた）とか， 

恐龍は，少なくともディノニクスのような恐龍は アパトサウルスなどの大型草食恐龍はどうやって 

活発な補食者であり，機敏な動きで獲物をとらえ 体温を維持するためのェネルギーを得ていたのか， 

ており，その行動を支えるには温血動物の体の仕 というのが問題です。例えば，象程度の大きさで 

も一日のかなりの時間を食事に当てないと体が維 

日本電気株式会社資源環境技術研究所 持できないわけで，ましてや20m以上もあるよう 
環境技術研究部 
一つロ一rI」トvIノ“"” な草食恐龍がどうやって体温を維持していたのか， 

昭和59
年応用イヒ学科卒業（宇佐美研）（新制34回） という疑問がでてきます。 

日本電気株式会社資源環境技術研究所 

環境技術研究部 

昭和59年応用化学科卒業（宇佐美研）（新制34回） 
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一説によると，大型の草食恐龍は，体が大きい 本当は，イラストとかも載せたかったのですが， 

ので相対的に体重に対する体表の面積が小さくな 著作権等の問題でそういう訳もいかず，自分で描 

るので，体が一度温まってしまえば外の気温にあ くのも時間がなくて実現しませんでした。そこで， 

まり左右されなかったのではないか，という慣性 最後に恐龍温血説について書かれている文献など 

恒温説がありますが，はっきりしたことはわかっ を掲げて終わりにしたいと思います。 

ていません。 

これは，個人的な考えですが，大型の草食恐龍 ・動物大百科別冊 恐龍 

はβ・・・1, 4 グルコシド結合を切断できるような デヴィット・ノーマン著 平凡社 

消化酵素を持っていた，と考えるのはどうでしょ 恐龍全体を知るには絶好の図鑑です。絵も締 

う。 そうすれば，セルロース分をェネルギーとし 麗だし。学術的な情報がたくさん入っています。 

て使えるので，今の草食動物よりもずっと効率的 ・恐龍の血は温かかった 

にエネルギーを得ることができますから，大型草 日経サイエンス社 

食恐龍の食事の問題は解決します。 もちろん，酵 サイェンティフィック・アメリカンに掲載さ 

素は化石として残らないので， 「ジュラシック・ れた恐龍温血説についての記事が載っています。 

パーク」ができるまで証明はできませんが。 ・恐龍博画館 

鳥類の進化の起源は不明な点が多いのですが， ・恐龍図鑑 

鳥類が恐龍のコェルロサウルス下目 （始祖鳥が含 ヒサクニヒコ著 新潮社 

まれる恐龍のグループ）から進化したと考えた場 文庫本ですが，恐龍について詳しく書かれて 

合，鳥類は現在に生き残っている恐龍の子孫であ います。最新の科学知識に則っているところが 

る，と考えることができます。この考えから，恐 お薦めです。雑誌の恐龍ザウルスと値段はあま 

龍の子孫の鳥類は温血なのだから，恐龍も温If11だっ りかわらないけど，内容は圧倒的に濃いのでお 

た，と言う主張もあります。鎖骨の有無とか，恐 薦めです。同じ作品が大きな本で角川書店から 

龍を鳥類の直接の先祖と考えるのにはいろいろと も出ています。 

問題は残されているのですが。私は，鳥が歩いて ・恐龍大紀行 

いるのを見ると，恐龍の動きもきっとああだった 岸大武郎著 集英社 

のではないか， と思ってしまうことがあります。 これは少年ジャンプに連載されたマンガなの 

恐龍が温血動物で，今の噛乳類のように動き回っ ですが，生きた恐龍を感じるのになかなか良い 

ていたと考えると，中生代の様相は一変してしま 作品です。 

います。今の噛乳類よりも圧倒的に大きな生き物 ・恐龍の飼いかた教えます 

が俳個して，走り回って，闘って，・・‘。 ずいぶん ロバート・マッシュ著 平凡社 

迫力のある世界です。是非，「ジュラシック・ノぐー 面白いので是非読んでみて下さい。 

ク」が本当に実現するとよいと思います。 

いろいろと恐龍温血説について書いてみました 

が，あまり雰囲気は伝えられなかったと思います。 
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～会員のひろば 吻11（その3 )> K

航 空マニアの方ノ＼ 

よく人から 「どちらへお勤めですか？」 と聞か 

れるが，いつも困ってしまう。私も，一応，日本 

航空囲の社員ではあるが，いつも会社に出勤して 

いるわけではない。又，オフィスに私の机が有る 

わけでもない。有るのは，成田にある日航オペレー 

ションセンターの6Fのひと隅に置かれた“阪本 

文彦’’と書かれたメイルボックスただ1つ。 そし 

て，これが唯一会社に私の存在を示しているもの 

である。この中に，会社からのあらゆる情報や， 

定期的に変更される航空路図，部長からのお便り 

（大抵楽しい内容ではない），スチュワーデスから 

のお手紙（ほとんど来ない）などが入れられてい 

るのである。 もちろん， ロッカーなどもない。 国 

際線の長いフライトだと10-13日間，日本を離れ 

るので，出社するのも1カ月に3回程度であり， 

出社して初めて，そのフライトの機長，航空機関 

士，スチュワーデスと会う。大抵の場合，皆初め 

てみる顔である。そして，皆で「初めまして。」 

と挨拶してフライトが初まる。これを世界各国の 

空港で繰り返すのである。よって，思わず，「私 

の‘‘お勤め先”は空港です。」 と答えたくなる。又， 

これは全く私個人の意見であるが， 1年の内3分 

の2 は日本に居ないのに，住民税は， 1年分全て 

きっちり納めさせて頂いている。これはどうした 

ものか 等といつも考えている。これが私の仕 

日本航空囲運航本部欧州B 747型機副操縦士 

（総飛行時間1700時間，内機長執務180時間） 

（昭和60年応用化学科卒，新制35回） 

（昭和61年応用化学科大学院中退） 

阪 本 文 彦 

事，空の運転手です。今回，知られているようで 

あまり知られていない飛行機のお話しをします。 

とは言っても小さい頃から飛行機が大好きでした 

が，何を隠そう，飛行機に乗ったのは，入社して 

からです。それにまだ副操縦士に昇格し，ョーロッ 

パ路線を飛び出してまだ2年弱ですのでごく簡単 

に話します。でも，これであなたもかなりの飛行 

機マニアになれると思います。 

私の現在乗務している機種は，ボーイング社の 

B 747型機という4 発ジェット旅客機で，機長， 

副操縦士，航空機関士のB名でフライトします。 

操縦席の高さは，だいたいビルの3階ぐらいです。 

天井にも無数のスイッチ類が付いているため，全 

て座席に座ったまま操作できるように，天井は低 

く，操縦席は，皆様が想像されているよりも狭い 

造りになっています。今度，一度実物を見学して 

みて下さい。全長約70 m，全幅約60 mもありま 

すが，バックミラーは付いておらず，又，バック 

は，自力では出来ないため，空港では必ずトーイ 

空の運転手です。今回，知られているようで 
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ングトラクターという車で押してもらいます。 で 

も，ワイパーは，車と同様のものが付いています。 

地上移動中，車でハンドルに当たるものは，前で 

はなく横にあるティラーというレバーで， これを 

使って方向を変えます。 もちろんパワーステアリ 

ングです。何しろジャンボは，400 t 弱あります 

から人力では無理です。ではなぜ，400 1もの鉄 

の塊が宙に浮くのかという話になりますが，これ 

は非常に専門的すぎて話が面白くなくなるので止 

めておきます。ではまず燃料の話をします。通常 

JET-Aという航空燃料を使用します。燃料化 

学を専攻された方は良くご存知のことと思います 

が，簡単に言いますと灯油のようなものです。こ 

の燃料を通常， ョーロッパ直行便ですと約32万ポ 

ンド， ドラム缶に換算すると約1,000本近く搭載 

しているのです。 そんなに必要なのかと思われる 

ことでしょうが，皆様が飛行機に乗られた後，飛 

行機が，駐機場から滑走路まで地上を走るのに， 

ドラム缶にして既に約7 -40本分消費してしまう 

のです。これは驚きでしょう。さて，ではいよい 

よ離陸です。我が社の規廷には，離陸前に，スチュ 

ワーデスに，パイロットが，「これから離陸しま 

すよ！」 ということを知らせる合図として，シー 

トベルト着用サインを一度0FFにしてONにす 

るというのがあります。今度，我が社の飛行機に 

乗られたら，離陸前に注意してみて下さい。“ポー 

ン’’という音がして，ベルトサインが一度OFF, 

ONしたら，すかさずスチュワーデスが，「皆様， 

当機まもなく離陸いたしますので 。」 という 

アナウンスをするはずです。美しい声に聴き惚れ 

ていないで座席ベルトをしっかり締めているか確 

かめて下さい。国際線ですと離陸するまでに約33

0km/hぐらいまで加速します。ですから滑走路も 

4,000mぐらいは必要です。そして上昇です。 通 

常1分間に500-800 mぐらいの速さで上昇してい 

きます。超高層ビルのエレべーターでも1分間に 

100'-200mの上昇速度ですから，これに比べると 

約5倍の速さです。でもあまり耳が痛くならない 

のは，客室内は全て高圧空気によって与圧されて 

いるからです。よって，我々が実際に感じる上昇 

速度は1分間に90 m程度のものです。ですから， 

もしこの与圧装置が働いていないと，全員が航空 

性中耳炎にかかることでしょう。この装置は巡航 

中も常に作動しており，巡航高度約12,000mでも， 

客室内は2,500mぐらいの高度の気圧を保ってい 

ます。次に巡航速度ですが，通常Mach.0.85で飛 

行しています。これは，上層の風速にもよります 

が，対地速度は時速約1,000km です。 特別な場合 

を除き，世界各国上空3,000m以上は速度無制限 

です。時速1,000km といってもピンとこないと思 

いますが， JR高田馬場駅から，我らが理工学部 

までを， 3 秒ちょっとで通過してしまう速さです。 

ですから，「さっきの交差点右折だったのでは？」 

と想ったときにはもう遅いわけです。次に燃費で 

すが，これ又驚きです。私の自家用車でガソリン 

1l当たり5 km走りますが，ジャンボは，何と1

l当たり約7Dmです。つまりllでジャンボ機の 

全長分しか飛べないのです。 これでも燃費はいい 

方なのです。最後に着陸です。 これがパイロット 

にとって最も緊張する瞬間です。接地時でも時速 

約250kmの速 さです。無事着陸しました。 

以上，短い空の旅でしたが，皆様楽しんで頂け 

ましたでしょうか。 又のフライトをお待ちいたし 

ております。今度搭乗されるときには， ドアの近 

くに必ずパイロットの名札が貼ってありますので， 

そこに‘‘副操縦士 阪本文彦’’というのを見つけ 

たら，どうぞ遠慮せずに操縦室に尋ねて来て下さ 

い。でも， くれぐれも，いきなり操縦室のドアを 

叩いて入って来ないようにして下さい。ハイジャッ 

クと間違えて皆が緊張しますので，必ずスチュワー 

デスを通して入って来て下さい。お待ちしており 

ます。では，又どこかの空の下で！! 
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“応化出身の女性は今“ ＜シリーズ⑧＞ 
●―'‘一‘‘. 

桃栗3年,柿8年。キヤノンに勤めて16年。 

菅 祐 子 

私が応用化学科を卒業し，キヤノン脚に入社し ゆる研究所所長のブレーン的存在でした。もちろ 

たのは1978年。 それから現在に至るまで16年間， ん，新入社員の私には，研究所の全テーマを理解 

キヤノンに勤務しております。今回，‘‘応化出身 できる能力もなければ，各テーマの担当者と渡り 

の女性は今’’というタイトルで執筆依頼を受け， 合える交渉力もありません。そこで私の業務は， 

あっと言う間に過ぎ去ったこの16年間を振り返っ 一日中机に座って資料を読んだり，打ち合わせの 

てみようと思います。 末席に出て議事録を作成することでした。さらに， 

4月とはいえ，肌寒さが残る花曇りの入社式の 30％の時間を研究所所長の秘書としての業務を行 

日を私は昨日のことのように記憶しています。入 うように指示され，スケジュール管理，果てると 

社前の数日間の研修で既に同期の仲間と打ち解け もしれないお茶入れ，タイピングの毎日でした。 

てしまった私にとって，入社式は緊張や期待より， 一般の企業で理工学部出身の一卒業生として研究 

これで気楽な（?）学生時代とは完全に訣別する 開発業務に従事するという私の夢は敢えなく破れ 

のだなという淋しい気持ちが先に立ったものです。 てしまいました。しかし，大卒女子社員の半減期 

私がキヤノンに入社した16年前は，男女雇用機会 が， 2年といわれていた中でその8倍の16年も勤 

均等法からは遠い時代で現在のように工場実習や 務できたのは， リクルート活動の苦労とこの時の 

営業実習期間もなく女性は入社式の翌日にはあわ 挫折感であったのはいうまでもありません。私は， 

ただしく配属されました。当時技術系の女性新入 その後，4年の月日を経て，念願の研究室勤務に 

社員は，私を含め3名しかおらず，内2名は製品 就きましたが，所長秘書としての経験，研究所ス 

技術研究所，他1名は複写機開発部にそれぞれ勤 タッフとしての経験は，今にして思えば，何事に 

務となりました。 しかし，念願かなって研究所勤 も代え難い貴重なノウハウの蓄積と人脈の構築に 

めとなった私の大きく膨らんだ期待を破るのには， 繋がっていると思います。 

数日間が必要なだけでした。思えば理工学部を目 研究室に異動になり，念願の研究活動の一番始 

指した高校時代，今は亡き父が楽天家の娘の将来 めに担当した業務は，フラットパネル表示装置に 

を案じて『理工学部を卒業してもお前なんかを研 使用する液晶の評価でした。様々な構造の液晶を 

究職で雇ってくれる会社なんかないぞ』 と何度と 入手しては，その立ち上がり特性や，視野角特性 

なく諭していた言葉をその時ほど身にしみた時は さらには，液晶セルの膜厚制御，パネルにした時 

ありませんでした。研究所での私の配属先は技術 の信頼性に至るまで毎日貧るように実験を続けま 

企画室という部署で，研究所のテーマ立案，進捗 した。当時の研究所の組織はいわゆる縦割り組織 

管理，新規技術のウオッチング等を担当するいわ というもので（研究所では，いろいろな形態の組 

  織を試験的に実施し，研究開発を効率的に行う組 

キヤノン脚玉川事業所 B製品品質保証センター勤務 織の模索も行っていた）同じ研究室にはプロジェ 

（昭和53年 応用化学科卒・新制28回） クトを推進してゆくために必要なすべての技術者 
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が雑居していました。私は，そこで化学以外の様々 

な技術分野について学ぶことができ，その後10年 

以上に及ぶ研究開発人生の中でもっともわくわく 

する毎日でした。その後，ひょんなきっかけで私 

は，電子写真技術とともにキヤノンがもっとも力 

を入れている記録技術のーつであるバブルジェッ 

ト技術関連の仕事を手がけるようになりました。 

バブルジェットは，数十ミクロンの細いノズル 

の中にヒーターを埋め込み，信号に応じて数百度 

の熱でインクを温めヒーター上に気泡（バブル） 

を発生させることにより，インクをノズルの先端 

から吐出させ，紙の上に画像を形成させようとい 

う記録技術です。私が，バブルジェット関連の仕 

事として始めに携わったのは，バブルジェット用 

インクに使用する染料の開発でした。大学在学時 

代，私は，加藤教授の元でモンモリロナイトとい 

う粘土物質の層間に酸性染料を吸着させるという 

研究をさせていただいていたので染料には，いく 

らかなじみがあるものの実際に従事してみてばり 

ばりの有機化学の世界だったのでいささか閉口し 

たものでした。現在，バブルジェット用染料とし 

ては，水溶性の直接性染料，酸性染料などが主に 

使用されていますが，これらの数種類の染料を採 

用した裏には数百種類に及ぶ既存の染料，新規染 

料に対して十数項目に渡るスリーニングの過程が 

ありました。特に，バブルジェット方式では，イ 

ンクを非常な高熱で加熱するために染料のスクリー 

ニングの際には，耐光性，耐水性，色調，毒性と 

いった一般的な性能のほかに熱に対する安定性も 

加味しなければなりませんでした。さらに，数十 

ミクロンという細いノズルから安定にインクを吐 

出させるためには，染料に含有する不純物を極力 

抑えなければなりませんでした。こうした開発過 

程まとめ，1988年には，米国で開催されたsPs

Eの学会で『インクジェット用染料』 という題目 

で発表をさせていただくチャンスを得ることがで 

きました。その後，国内で数回，研究会等で発表 

しましたが， どこの研究会でも 『バブルジェット 

記録技術』の人気は高く，多くの質問を得て苦労 

した反面，技術者として非常に光栄に思いました。 

それから， 5年間は，さらに新規なインク材料に 

ついて研究を続けてきましたが（この5年間は， 

開発と言うより，研究になってしまいました）研 

究を進めていくうちに，自分はーメーカーの技術 

者としてもっと市場を知らなければならないので 

はないかという疑問がふつふつと沸いてきました。 

その結果，私は，バブルジェット製品関連の品質 

保証部門に昨年から異動し，毎日耳慣れない言葉 

の中で入社以来の緊張感を抱きながら仕事をして 

おります。異動してから9 カ月が経ちましたが， 

業務の幅が今までに比べ格段に広く，この場で紹 

介をするにはいまだ経験が浅すぎるので割愛させ 

ていただきます。 

さて，最後に私のこれからの夢を語って終わり 

にしたいと思います。私の今後是非手がけたい仕 

事は，やはり，環境問題です。 キヤノンは，複写 

機，FAX，プリンター等の多くのOA機器の製 

品を世に送り出してきました。それにより，事務 

の効率は大幅にアップし，世の中は便利になりま 

した。しかし，反面，紙の大量消費を促し，間接 

的としてもごみ問題，森林破壊を加速してしまい 

ました。 キヤノンとしても再生紙の促進，カート 

リッジの回収，フロンの全廃等環境対策は次々と 

講じているものの今後開発途上国において一気に 

始まる工業化の前には，まだまだ先手を打つ必要 

があるのではないかと思います。人間に一切の経 

済活動を停止しろといっても不可能である以上， 

自然とうまく共生してゆけるやり方を一刻も早く 

提案し実施しなければならない時がきているので 

はないでしょうか。それが，何であるかは現在模 

索中でまだ具体的なアイデアはありません。しか 

し，私は，応用化学科出身者として是非，将来こ 

の仕事の一端でも担いたいと願っています。 

最後になりましたが，早稲田応用化学会の皆様 

のご活躍とご健闘をお祈りして，筆をおくことと 

致します。 
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新 博 士 誕 生 

論文題目 

Stereoselective Synthesis

and Characterization of

Liquid Crystalline Polymers

液晶ポリマーの立体選択的 

合成とキャラクタリゼーション 

藤 城 光 一 

昭和56年3月 応用化学科卒業（新31回） 

58年3月 博士前期課程終了 

58年4月 新日本製繊卿 第一技術研究所 

63年12月 米国マサチューセッツ州立大学 

高分子学科 客員研究員 

平成3年2月 新日本製鍛囲 先端技術研究所 

平成4年10月 早稲田大学工学博士 

このたび・早稲田大学より博士（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。これもひとえに 

本学位論文をまとめるにあたり土田英俊教授，西出宏之教授，菊地英一教授の御指導の賜と厚く御礼申し上げます。 
また・今日の光栄に際し・学部4年・修士過程在学中にご指導いただきました森田義郎名誉教授，ならびに応用化学 

科諸先生方に心より御礼申し上げます。幾多の面で大変お世話になりました先輩諸兄ならびに米国マサチューセッツ 

州立大学高分子学科在学中にご指導いただいたR.W.Lenz教授に心より感謝致します。 

本論文は・液晶性を司るメソゲン基及びら旋構造を誘起する光学活性基が高分子主鎖もしくは側鎖中で受ける運動 

性の束縛・分子間相互作用などの高分子効果に着目し，液晶相形成に最大限に利用する新規な分子構造を考え，その 

分子構造を達成するに必要なモノマー及びポリマーの立体選択的合成手法を開拓し，得られたポリマーが目的とする 

液晶特性を発現することを証明したものです。 

現在私は・主に高性能高分子材料の研究開発に従事しております。学位取得を励みとして，企業の中で工学を世の 

中に役立てると共に化学の発展の為に一層努力して行きたいと考えております。今後とも御指導，御鞭捷を賜ります 
よう宜しくお願い申し上げます。 

マルヴィーダ再読 

何十年も書架を飾ってきた 

一冊の本を読みなおすとき， 

選ばれた人たちだけの 

かがやかしい饗宴が再会され，同じ羨望と卑下にとらわれる。 

だが，この長い年月は，見すごしていた重さを教える。 

弧高の哲人と昂揚の楽匠との惨ましい破局を予想しながらも， 

変ることなく注がれた女神の深い恵みが， 

創造と敬愛の源であったことを 

若い英智が語り，魂の母に捧げる賛歌がひびき， 

ここに新しい詩をーつ誕生させる。 

（福 島 健 重） 
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第7回水野敏行記念学術研究発表会開催について 

応用化学科 主任 菊地英― 

恒例となりました水野敏行記念奨学基金による研究発表会を例年どおり卒業式前日に旗野嘉彦（東京 

工業大学教授）の記念講演とともに下記のように開催します。水野賞および水野奨学金を授与される博 

士課程学生諸君の一層の活躍を期待します。 

式 次 第 

日時】1994年3月24日（木） 

場所：理工学部51号館3F会議室 

1．水野賞，水野奨学金授与式（15:00-15 】30) 

選考委員長（学科主任）あいさつ 

理工学研究科委員長祝辞 

来賓お祝辞 

受賞者代表謝辞 

2，水野賞研究発表（15 :30-16 】50) 

「リビドボルフィリンの集合組織と酸素配位平衡」 

「血液透析器の溶質除去性能に関する移動速度論的検討」 

「分子集合の役割とヘモグロビン小胞体」 

「反応性ポリスルホニウムの合成」 

「コバルトボルフィリン膜における酸素結合反応と酸素輸送」 

「不完全酵母Trichosporon fermentans によるリバーゼの生産と酵素的性質」 

「重力場及び微小重力場における界面張力差駆動流に基づく移動現象」 

「（刀31アリル） ルテニウム錯体を経由する反応に関する研究」 

3．記念講演（17:00-17:45) 

「反応物理化学の新展開」 一新しい素過程をどのようにして見出すか一 

東京工業大学 理学部化学科教授 

4．懇親会（18:00'-) 

理工レストラン （57号館地下） 

菊地英一教授 

大井喜久夫教授 

水野 功氏 

小松 晃之君 

金森 敏幸君 

酒井 宏水君 

庄司 英一君 

鈴木 隆之君 

陳 家聡君 

西津 伸一君 

丸山洋一郎君 

旗野 嘉彦氏 
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応化 教室近況 

黒田ー幸教授（新24）平成6年度触媒調製化学賞受賞 

（業績】均一なメソ細孔を持つ多孔体の新規調製法） 

黒田一幸先生は，この度平成5年度触媒調製化学賞を受賞されることとなりました。本賞は，新しい 

触媒調製法または触媒調製技術を開拓し，その化学的背景を解明した業績を表彰するものです。 

今回の受賞業績は，先生が長年にわたり研究されたインターカレーション化学を用い，無機層状物質 

を多孔体へ変換する研究で，層自身を変形させ，隣接した層同士の結合を生じさせて3次元化を行うも 

のです。これは従来のインターカレーション反応の概念とは全く異なる着想であり，無機合成化学とし 

て国内外で高い評価を得ているだけでなく，現在触媒として注目を集めるメソ多孔体の新規合成法とし 

て工業的にも非常に価値あるものです。 

先生の受賞を心よりお祝い申し上げます。 昭和58年卒・新33回 応化助教授 菅 原 義 之 

～シリーズ「会員のひろば」への原稿募集！FAゴ 
「会員のひろば」のご寄稿をありがとうございます。本コラムは会員の皆様からの積極的なご投稿によって構成 

していきたく，原則としてテーマや内容は次の中から選んでお書き下さい。ユニークなまた興味をそそるエッセイ， 

随想，感想文，経験談あるいは主張や勧誘文など，多彩かつ有効にこのページをご使用いただければ幸いで魂 

なお採用分には本報若干部と，早稲田応用化学会のオリジナル・テレホンカードを本会よりプレゼント致します。 

〇海外出張・駐在苦労話 〇聞いて下さい私の自慢 

〇研究開発失敗談等 〇近ごろ思うこと 

〇後輩へのメッセージ 〇勉強会・趣味サークルの呼びかけ 

〇ご指導を受けた先生の思い出等 〇応化会に望むこと 

字数は本文のみで一応1300字（22字×60行，タイトル・筆者名・筆者紹介文別）程度まで，写真や図面が必要 

な場合には字数に含めるものとします。原稿は下記へお送り下さい。お送り頂いた原稿は印刷課程で汚れます 

のでお返しいたしませんが，お申出があれば責任をもってお返し致します。 

〒169 東京都新宿区大久保3-4-1 早稲田大学理工学部 

早稲田応用化学会事務局 TEL 03-203-4141 内線73一5253
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××××＊×＊××＊ 

応化展に参加して 

×××＊〔×＊〔×××× 
一こー、一一ーγへ一、一てー す。このようなスタイルをとったことから本年度 
’二~ Hー一 」LIく メ→ 

寸ー ゴ二 口P ;z又 は展示および小冊子の作成にかなり力を入れ，当 
××××＊×＊××＊ 

日は2, 3人が展示付近に立っているだけで，あ 

との者はパネルの裏の関係者用スペースに引っ込 

応化展に参加して んでいました。このため部屋はたいへん静かでし 

たが，我々に声をかけて下さる方も多く，今回の 

応用化学科3年 原 富太郎 ように大規模な分析機器を用いたり，定量結果な 

ど「数字」が展示の中心になってしまう展示では 

平成5年度の応化展では「身近な化学」 を主題 このようなスタイルのほうがよいのではないかと 

に，「さまざまな飲料からのカフェインの抽出」 感じました。 

と 「おいしい水について」 の2つのテーマによる 本年度の理工展は，期間中に土， 日曜日が入っ 

展示を行いました。ここ2年ほどテーマが環境問 ていなかったためか来客数がさほど多くなく，応 

題へ偏っていたため，本年度はなるべく環境問題 化展も昨年のように人で溢れる，などということ 

以外のテーマを選ぶように心がけました。 は殆どありませんでした。それでもかなりの人数 

準備は7月中旬頃，決定した上記2つのテーマ の方が展示を身に来てくださいました。 

を含むいくつかのテーマについての検討から始ま 本年度の展示は，最先端の化学技術を展示した 

りました。この時点で清水研究室のほうから御協 訳でもなければ，「環境問題」 のように何かを訴 

力をいただけるというお話しをいただいておりま えるような展示をした訳でもありませんでした。 

したので，カフェインの抽出については早々と決 ですから見た感じとしてあまり新鮮さはなかった 

定しました。その後水についての分析がもうーつ かもしれませんが，化学展といえば環境問題，と 

のテーマとして決定し， 9月上旬からそれぞれの いった感がある最近の風潮の中で，今回のように 

テーマについて2 チームに別れ研究室の方々や実 一風変わったテーマはかえって新鮮に受け止めら 

験室の職員の方にご指導をいただきながら実験お れたのではないでしょうか。そのように考えてみ 

よび文献調査などを進めていきました。また，カ れば，今回のようなテーマ，スタイルは成功だっ 

フェイン班に関しては早稲田大学環境保全センター たと言えるように思います。 

の御協力もいただきました。 理工展参加には様々な苦労がありますが，それ 

当日は展示のみで簡単な実験の実演などは行わ を上回る様々な経験を積むことができると思いま 

ず，例年のように「積極的に説明を行う」 という す。今後も後輩諸君に頑張ってもらい，素晴しい 

スタイルをとらず，（決して手抜きではありませ 応化展を開催してくれることを期待したいと思い 

んが）「興味のある方だけ我々に声をかけていた ます。 

だく」 というスタイルをとってみました。これは 最後になりましたが，多大な協力を賜りました 

本年度の幹部の間で「展示を必要十分なまでに完 諸先生方，職員の方，オルガノの方々，清水研究 

成させ，さらにつっこんだことを知りたい方には 室の先輩方をはじめとする諸先輩方に厚く御礼申 

我々がお答えしよう」 との意見があがったからで し上げます。 
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会員だより 
(11月号のつづき） 

他の通信欄等よりの分も編集一 

馬齢を重ねておりますが，お蔭様で元気です。諸賢の 役所に入り， 2 度目の単身任務で滋賀に来ています。 

ご活躍を祈ります。 松山晴雄（昭和20年卒・旧26回） 労働災害の防止と一言に言ってもやる事は山ほどあり， 

多忙な毎日をおくっています。 

化学プラントの建設をはじめとして，石油精製プラン 亀井 太（昭和57年卒・新32回） 

ト，原子力プラントの建設にたずさわり，今は宇宙ステー 滋賀労働基準局安全衛生課長 

ションの建設と一貫してェンヂニアリングの仕事を続け 

ています。 渡辺貢成（昭和29年卒・新5回） 

有人宇宙システム囲 常務取締役 

応化会報を楽しく拝読しております。昨年夏，長年携 

わった化学の世界（三菱ガス化学）から内航タンカーを 

業とする海上輸送の世界に出向し，新人同様，挑戦の毎 

日が続いています。 奥川 実（昭和36年卒・新11回） 

国華産業脚 常務取締役東京支店長 

現在全く新しいフッ素樹脂の開発に従事しています。 

この樹脂は，フッ素系の溶媒のみに可溶で各種の基材ヘ 

コーティングが可能です。誘電率，屈折率，及び吸水率 

が低いため半導体絶縁膜や反射防止，撲水挨油コート材 

料としての用途を展開中です。興味のある方はご一報を。 

杉山徳英（昭和57年卒・新32回） 

旭硝子脚 中央研究所 

平成5年4月より，十篠製紙脚は，山陽国策パルプ圏 

九工大情報工学部に奉職してもう2年になります。筑 と合併し，日本製紙囲となりました。結果的に王子製紙 

豊弁をマスターする練習をしてきたせいか，今までは疑 を抜き業界トップに躍り出た訳ですが，その名に恥じぬ 

問文の文尾に自然に‘‘ と？’’が付けられるようにな 会社となるよう微力ながら努力していくつもりです。 

りました。Texasで過 ごした5年間でTexas弁を覚え， 丸谷修平（昭和57年卒・新32回） 

飯塚では筑豊弁を学び，次は→体どこで何弁を練習する 日本製紙囲 釧路工場原質部 

ことになるのでしょうか。土地になじむには『まず言葉 

から』だと思います。 円高と不況の直撃を受けて，自動車製造業は大変な状 

山下明裕（昭和55年卒・新30回） 況です。業務の大半はコストダウンのための開発に費や 

九州工業大学 情報工学部助手 されています。 五十嵐渡（昭和58年卒・新33回） 

日産自動車囲 中央研究所 

「研究者，技術者の知的生産性向上と活性化」を目的 

としたコンサルティングをやっています。私生活の面で 3/23付けで新日鉄から日鉄セミコンダクター脚へ出 

も2人目の子供（男）が生まれ，多忙な毎日をおくって 向となり，千葉県館山市へ来ています。単身赴任のため 

います。 久保昭一（昭和56年卒・新31回） 土・日は相模原の自宅へ戻りますため多忙な毎日をおくっ 

囲日本能率協会コンサルティング ています。 中野 敦（昭和58年卒・新33回） 

日鉄セミコンダクター脚（出向） 

今年4月から青森県環境保健センターから原子力環境 

対策室に異動いたしました。 世の中はモントリオールでの議定書を踏まえ，CEC

エ藤真哉（昭和56年卒・新31回） 廃止に向かって動き出しています。既存のものがなくな 

青森県庁 原子力環境対策室主査 る時は，逆にビッグチャンスの到来だと思います。化学 

工学の理念を忘れずに精進したいと思います。 

宮崎先生のご退任の記念会で，先生をはじめ多くの研 岡部正明（昭和58年卒・新33回） 

究室の方々とお会いでき，早大時代をなつかしく思い出 旭硝子囲 化学品事業本部 

宮崎先生のご退任の記念会で，先生をはじめ多くの研 岡部正明（昭和58年卒・新33回） 

究室の方々とお会いでき，早大時代をなつかしく思い出 旭硝子囲 化学品事業本部 

しております。 佐藤久子（昭和56年卒・新31回） 

日立製作所 英国留学を終え，現在，樹脂系複合材料の研究開発に 

従事しています。 弓取修ニ（昭和58年卒・新33回） 

脚神戸製鋼所 化学・高分子研究所 
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昨年11月に大阪から豊橋へ転勤いたしました。しばら 本社勤務も慣れ，毎日1時間以上の電車通勤も苦にな 

く豊橋にいることと思いますのでよろしく…。 らなくなりました。…息子は幼稚園，私は会社の生活を 

大川雄ニ（昭和58年卒・新33回） 送っています・‘・。 

日東電工囲 佐久間雄一郎（昭和60年卒・新35回） 

日本石油脚 製造部 

独身寮に入って早7年，そろそろ出なくてはと思いつ フルブライト奨学生としてデラウェア大学化学工学科 

つナカナカ腰の上がらない自分です。 へ留学しておりましたが昨年10月に博士号取得，やっと 

出石忠彦（昭和59年卒・新34回） 社会人となりました。学生に「帰国子女」 と呼ばれなが 

富士写真フィルム囲 環境安全推進部 ら頑張っております。岡山・倉敷方面へのお越しの際に 

は是非お立ち寄り下さい。 

昨年山口の研究所より本社へ転勤となりました。 望月精ー（昭和60年卒・新35回） 

荒木重雄（昭和59年卒・新34回） 川崎医療短期大学医用電子技術科講師 

化薬アクゾ卿 営業部 

複合材の開発に携わって6年になりますが，奥が深く 

川崎の工場群の中からビル街のオフィスに移り，はや 興味深い分野です。一刻も早い事業化を目指し鋭意奮闘 

数ケ月経ちましたが，仕事のペースが早いのにはただた 努力しているところです。 

だ驚くばかりです。マイペースで研究していた頃がずい 渡部 修（昭和60年卒・新35回） 

ぶん昔に感じられます。 東燃囲 

新井 裕（昭和59年卒・新34回） 

日本石油化学( 特殊製品本部 2月に長男誕生，一児の‘‘父’’となりました。 

研究開発や商品開発と違い，企業イメージアップは 

「形のないモノ」 との戦いです。 わずかーつのクレーム 

から簡単にくずれていくイメージ。 それだけに神経もつ 

かいますが，ャリ甲斐もあります。 

貝沼雅人（昭和59年卒・新34回） 

シチズン時計脚 広報課 

社内組織名が変わり，総合研究所が研究開発センター 

となりました。仕事内容は変わらず，化合物半導体の結 

晶成長の研究に従事しています。 

波多野吾紅（昭和60年卒・新35回） 

岡東芝 研究開発センター 

2月に長男誕生，一児の‘‘父’’となりました。 

亀田裕之（昭和60年卒・新35回） 

日本I BM囲 

今年2月，過ごし慣れたSRC棟を弓は払い旧棟に新 

設された部署に転属となりました。佐藤研出身の今村さ 

んをチーフに総勢5名のメンバーで，サクセス，アルテー 

ジ等の男性化粧品を担当しています。 

十時信太郎（昭和60年修・大35回） 

花王岡 東京研究所 

今年は，長梅雨，冷夏で商売アガッたりです。あとは 

寒ーい長ーい冬が来るのをたのしみに待つだけです。 

杉野幸三（昭和61年卒・新36回） 

ゼネラル石油脚 西部支店 

マルチメディア通信時代の到来で，私の仕事も多忙に 

なってきております。仕事の傍ら，オーケストラでの演 新聞記者になって5年目を迎えました。運動部で高校 

奏活動も続けております。 野球などを担当しています。 

平林崇之（昭和60年卒・新35回） 堀井正明（昭和61年卒・新36回） 

ソニー囲 中央研究所 朝日新聞西部本社 

自動車業界は今，円高，国内販売不振，米政府からの 昨年5月から城塚研の大先輩の島雄局長（新7）のも 

圧力等で深刻な状況を迎えているところです。使用する と研究に，宴会にと，日夜早稲田パワーを発揮しており 

材料も今後現地調達率の向上が課題と言えそうです。個 ます。 古川直樹（昭和61年卒・新36回） 

人的には，残業制限され手取りが減ることが充分予想さ 鐘測化学工業囲 総合研究所 

れる今日此の頃です／ 

小林昭仁（昭和60年卒・新35回） 

囲本田技術研究所 朝霞研究所 

93年4月にマーケティング本部・市場情報部へ異動し， 

化学とは縁遠い仕事をしています。 

田坂 東（昭和62年卒・新37回） 

ライオン囲マーケティング 
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昨年4月より衣料用洗剤の開発を担当しています。店 新入生オリエンテーションの記事を読みながら，自分 

頭に並ぶ商品に直接携われる喜びと共にその責任の重さ 達の学生部会に所属していた頃を思い出しております。 

を痛感する日々です。いずれにせよ公的には充実した生 理工展で色々な研究室で実験を体験させていただいたこ 

活なのですが…。 林崎紀子（昭和62年卒・新37回） とは，技術を広く知るという点では大変に役立っている 

ライオン囲 研究開発本部 と思います。林（旧・岡崎）美穂（平成元年卒・新39回） 

通産省 特許庁 

会 務 報 告 

役 員 会

（平成5年度第2回役員会） 

日時 平成5年12月2日困 午後5時より 

会場 理工学部55号館S棟2F第3会議室 

議案 1．高齢会員会費免除承認の件 

2．平成6年度定期総会の件，及び同会記 

念特別講演講師の件（第1回役員会開催 

の件含む） 

3，業務担当理事報告の件 

4．その他（平成6年度役員改選検討の件） 

（平成5年度第3回役員会） 

日時 平成6年3月22日因 

午後5時より開催予定 

会場 理工学部55号館S棟4 F0l号会議室 

議案 1．平成5年度事業報告 

1）庶務関係 

2）会計関係 

3）編集関係 

2．総会当日開催行事の件 

3．名誉会員推薦の件 

4．役員改選期に伴う感謝状贈呈の件 

5．業務担当理事報告の件 

6，その他 

（平成6年度第1回役員会，引続き定期総会） 

（予定） 

日時 平成6年5月27日団 

役員会・午後4時，総会・午後5時より 

場所 役員会 本部1号館2F

総 会 小野講堂（懇親会・ロイヤルワセの 

議案 1．平成5年度事業報告 

1）庶務関係 

2）会計関係（決算承認の件含） 

3）編集関係 

2．名誉会員推薦の件 

3．その他 

1）役員の任期満了に伴う改選の件 

（報告事項） 

2）辞任役員の感謝状贈呈の件 

会費免除を承認された会員

会則第37条第3項（満75歳に達し，且つ最近20

年間会費を完納した会員に対しては，本人の申出 

があったとき，以降の会費を免除することができ 

る。）により平成5年度は次の14名が免除承認さ 

れました。（平成6年度より免除） 

荒川 友充（旧22) 達井 明徳（旧22) 

井川 一雄 ノノ 寺西 恭 ノノ 

木下 巌 ク 羽仁 弘 ノノ 

小場 豊次 ノノ 細田喜六郎 ノノ 

杉野 恒雄 ノノ 村田 健太 

竹内 敏郎 ノノ 山田 啓 ノノ 

谷村 和ー ノノ 吉島 寧 

以上，平成5年12月現在免除会員数134名 

会員名簿（1993年版）について（お詫び） 

前号に引続き（1993年版）会員名簿の印刷工程 

が更におくれ（5月下旬頃）皆様には大変ご迷惑 

をおかけしておりますが重ねお詫び申し上げます。 

ガ 恭
 
弘
 
郎
 
太
 
啓

寧

 

西
 
仁
 

寺
 
羽
 

田
 
島
 

山
 
吉
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付
 
敏
 

寄
 
内
 

ご
 
竹
 

ご 寄 付 お知らせ

竹 内 敏 郎 殿（旧22) 13,000円 本会会費のご納入振込口座番号が下記のように 

羽 仁 弘 殿（ ノノ ） 1,000円 変更（郵政省通達による）されます。従って7月 

（上記は平成5年度会費免除承認されましたが， 号以降同封する用紙は新しい振込用紙となります 

過剰ご納入分を受理いたしました。） ので宜しくお願い申し上げます。 

田 嶋 喜 助 殿（新9 ) 50,000円 新振込口座番号 00190 -4 -62921

長谷川 清 殿（新26) 4,000円 （I日振込口座番号東京9 -62921) 

林（旧岡崎）美穂殿（新39) 1,000円 変更実施時期 平成6年5月1日 

学生部会 （旧振込用紙は上記実施時期以降（3 カ月間の猶 

オリエンテーションI 予期間はご使用になれます。）はご使用にならな 

5月7圏・8田日 於】追分セミナーハウス いようにお願いいたします。 

オリエンテーションI

5月7圏・8田日 於】追分セミナーハウス 

応化展I

11月2・3日を中心に実施 

早・慶応化ソフトボール大会i

11月13日 雨天中止，懇親会 

ご 逝 去 

上 条 長一郎 殿（旧制17回） 

後 藤 恭 吉 殿（~日制24回） 

平成3年3月11日 

平成5年7月6日 

平成5年12月1日 

平成6年1月2日 

吉
 

一 
一 殿（旧制17回） 

郎 殿（~日制24回） 

恭
 
順
 
勝
 

藤
 
中
 
田
 

後
 
高
 
吉
 

関根吉郎殿(IE1 'i鶏 平成6年1月25日 

井 川 一 雄 殿（旧制22回） 平成6年2月2日 

長 沢 邦 秋 殿（新制24回） 平成6年2月13日 
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多年度分会費前納者（自言諸葺畿2.28I co 納）（敬称略） 
卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 
9年分（H14年度分まで） 新12 井 上 征四郎 ノノ 34 福 田 尚 夫 新 20 平 山 栄 助 
新 31 上 原 伸 一 ノ／ 25 槍 豊太郎 2年分（ H7年度分まで） ノノ 23 三 上 知 樹 
5年分（Hil年度分まで） ノノ 27 永 井 博 彦 

222
9272568

111315

旧刀刀

新クク万クク““ク“クク 

谷 村 和 一 ノノ 25 山 崎 隆 史 
新 3 松 本 俊 雄 ノノ 29 酒 井 徹 中曽根 荘 三 ノノ 26 名 塚 達 雄 
5年分（Hio年度分まで） ノノ 38 貴 志 泰 治 大 原 敬 一 新 29 小 嶋 拓 治 
旧 27 橘 谷 次 郎 3年分（ H8年度分まで） 大 杉 俊 彦 ノノ 30 大 島 孝 信 

ノノ ノノ 長谷川 宏 新 5 小 林 雅 通 渡 辺 貢 成 ノノ 35 田 中 徹 
新 1 羽 白 昌 平 ノノ 12 平 川 揚 二 山 岸 良 三 ノノ 36 下 田 康 幸 

5

7

33

小 林 茂 樹 

松 田 誠一郎 

菅 野 満 

ノノ 22

ノノ 33

ノノ 37

須 藤 雅 夫 

五十嵐 渡 

末 永 光 一 

戸 田 好 昭 

村 上 昭 彦 

杉 崎 昌 和 

ノノ 39

ノノ 40

1年分（】 

林 美 穂 

新 井 久美子 

H7年度分まで） 
4年分（Hio年度分まで） 2年分（ FT8年度分まで） 金 子 正 夫 新 10 平 井 勝 
新 5 沖 山 博 通 新

 
ク
 

ク
 

ク
 

“
 

2
5
1
1
1
5
1
8

古

川

梶

服

加

 

平

島

原

部

藤

 

通

利

 

英

政

 

雄

夫

宏

昭

広

 

ガ
161719

楼 井 博 ノノ 15 吉 崎 洋 之 
20 篠 崎 開 野 本 暢 夫 

4年分（H9年度分まで） 高 橋 志 郎 

島 村 隆 夫 新 5 建 部 孝 夫 

8 竹 本 滋 広 田 正 昭 計（以上55名） 
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編 集 後 記 と言われました。一面の真理だと思います。 

会員名簿や応化会報を調べ，執筆を依頼させて 

今回は，応用化学以外の分野で活躍されている 頂いたのですが，応化会は，会員の職業ひとつを 

方々に，数多くご登場頂きました。 とっても，意外と多彩であることを改めて知りま 

バブル絶頂の頃には， 「理系学生の製造業離れ」 した。このことは応化会の大きな力だと思います。 

が新聞等で盛んに取り上げられ，必ずといってい 基本的な論理体系を共有し，且つ，異なる分野で 

い程，製造業の人事担当と理工系学部教授の嘆き 生きる者同士が交わることは，互いに良い刺激に 

の談が添えられていました。現況下では，今後は なると思います。京大出身者ばかりがノーベル賞 

逆に，製造業に入りたくても…といった状況も生 を受賞する理由としても，専門を越えた研究者間 

まれていることでしょう。 の交流と，その場を提供するラウンジの存在が指 

「製造業離れ」 は，確かに憂慮されることと思 摘されています。 （ちょっとオゴソカかな。） 

いますが，大学での専攻と，社会に出て就く仕事 研究であれ何であれ，様々な分野で各々が各々 

とが，一見，全く結び付かないということに関し の現実に直面し，その中での最適解（「ピッカピ 

ては，否定的な側面ばかりではないと思います。 カの」から 「せめてもの」 まで）を皆，必死に求 

予備校時代，「理系に進むのなら，尚更，今， めて生きていると思います。そんな会員同士が， 

古文や歴史をしっかり学んでおきなさい。大学や 楽しく語らい，本音で「議論のできる」 （大前氏 

仕事で取り組むことは，どうしたって勉強するこ のウケウリ？）場として，この応化会報が存続し 

とになるのだから，何も焦ってやることはない。」 ていくことを願っています。 （斎藤 広美 記） 
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